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入学生の諸君，入学おめでとうございます。
今日の良き日に，本学の設置母体である学校法人北

海道尚志学園の有江理事長をはじめとする役員の方々
や，学園設置の北海道工業大学，北海道自動車短期大
学の各学長，北海道尚志学園高等学校，北海道総合電
子専門学校，北海道自動車学校の各校長，ならびに本
学名誉教授，同窓会会長，さらには北海道薬剤師会会
長のご列席をいただき，ご家族ともども諸君の入学を
祝福できますことは，大変喜ばしく，教職員一同，諸
君の入学を心から歓迎いたします。
さて，学部入学の諸君は，延べ789名の志願者の

中から選抜されての入学ですから，その喜びもひとし
おのことでしょう。本当によく頑張りました。これま
でに諸君を温かく見守り，励ましてくださった先生や
ご家族にお礼することも忘れないでください。
今年度から，薬学教育の制度改革により薬剤師養成

を目的とする学科は6年制となりました。薬学部には
これとは別に4年制の学科も設置することができます

平成18年度　入学宣誓式を挙行
―6年制の薬剤師養成教育がスタート―

新課程の入学生を迎えて
北海道薬科大学長 大和田　榮治

が，薬剤師国家試験の受験資格は原則として6年制学
科卒業生にしか与えられません。本学の教育理念は
「ファーマシューティカル・ケアの実践を通じて地域
社会ならびに国民の健康と福祉の向上に寄与する薬剤
師の養成を図ること」と定められていますので，当然
6年制学科のみを選択しました。諸君は本学6年制薬
学科の記念すべき第一期生ということになります。
そもそも，薬剤師養成を目的とする教育課程が6年

制に延長された理由は，このままでは，医療の現場に
おいて薬剤師が「薬物療法の専門家」として果たすべ
き役割にみあう十分な教育が与えられないというもの
です。すなわち，4年制の致命的な欠陥は，その教育
目標である薬学士養成の中で，薬剤師養成は一部に過
ぎず，そのためカリキュラムに統一性が欠けること，
また，医療現場における実務実習がほとんど行われな
かったため，医療従事者としての自覚や実務能力を身
につけさせることができなかったことです。修業年限
の延長はこれらの欠陥を改め，わが国の薬剤師養成の
内容や期間を国際的水準に引き上げる目的もあります。
したがって，諸君がこれから受ける教育は，諸君の

先輩が受けてきた4年制カレッジの薬学士養成教育と
は根本的に異なり，プロフェッショナルとしての薬剤
師を養成する6年制スクールの教育であることに注意
してください。
そもそも，プロフェッションとは西欧社会的概念で

あり，聖職者，法曹家，医師，薬剤師など限られた特
殊な職能を指し，これらの養成を目標として，神学，
法学，医学，薬学などのプロフェッショナル教育を行
う大学を，他の一般的な大学と区別してプロフェッシ
ョナル・スクールといいます。プロフェッショナルに

平成18年度入学宣誓式が4月6日（木）に札幌プリンスホテル国際館パミールで挙行されました。本

年度の入学生は大学院博士後期課程1名，修士課程26名（生物薬学専攻14名，臨床薬学専攻12名），

学部243名でした。式典では，学部新入生代表の八巻美和さんが医療人としての薬剤師となるための誓

いを述べたあとに，新入生一人ひとりが宣誓書にサインをしました。大和田学長は告辞の中で，プロフ

ェッショナルな薬剤師となるための教育を実践することを力強く宣言しました。



3

要求されているものは特定分野における高度な体系的
知識と特別な技能であり，その習得のためには長期の
特殊な教育と実践的訓練が必要とされます。さらに，
プロフェッショナルになるにはこのような教育を受け
た後，国家あるいは社会が与えるライセンスを取得す
る必要があります。したがって，プロフェッショナ
ル・スクールは一般の大学に比べ上位に位置づけら
れ，プロフェッショナルとして認められる職種に属す
る人々は社会的な尊敬の対象となります。欧米におい
て薬剤師が社会的に高い信頼度を得ているのは，この
ような理由に基づくのです。
わが国においては，近年までプロフェッションとい

う概念がなく，さらに医薬分業の概念もなかったので，
プロフェッショナルとしての薬剤師教育がなかったの
はやむを得ないことでした。しかし，医療が高度化し，
医薬分業が進展するに従い，プロフェッショナルな薬
剤師が求められ，その証が今日ここにいる諸君たちな
のです。諸君は単にこれまでより2年間長く勉強する
薬学生ではありません。わが国の薬剤師の職能団体が
悲願としてきた，プロフェッショナルとしての薬剤師
教育の第一期生，すなわち希望の星です。そのことを
強く自覚して，その期待に応えるような成果を挙げて
ほしいと切望します。

入学したばかりの諸君に6年制に向けての覚悟ばか
りをせまり，少しうんざりしたかも知れませんが，薬
剤師に求められる要件についてもう少し話を進めたい
と思います。薬剤師に限らず，医療人は科学すなわち
サイエンス，技術すなわちアート，人間性すなわちヒ
ューマニティーの三者が融合した専門家であるべきで
す。前二者をマスターすることが6年制延長の大きな
要因であったことはすでに述べましたが，人間性にか
かわる部分もプロフェッショナル教育の観点から重要
です。すなわち，先に述べたプロフェッションに携わ

る人々は，いずれも人類愛に基づき「公共への奉仕」
の志向があることが強く求められているからです。も
ちろん，6年制のカリキュラムでは態度教育の一環と
して，倫理・ヒューマニズム，コミュニケーション，
接遇などの授業科目はあります。しかし，愛と奉仕の
心に基づく医療人としての自覚などといったものは，
勉強して身につくものではなく，実践を通してしか身
につきません。そのため，本学では学内を全面的に禁
煙とし，学生にも喫煙習慣をつけさせない指導をして
います。また，献血，医療や介護のボランティア活動
を推奨し，あいさつの励行などを通じ礼儀と接遇能力
の習慣化などを図っています。要するに，本学におい
ては授業だけが薬剤師教育ではなく，6年間の学生生
活それ自体がプロフェッショナル教育であると捉えて
ほしいと思います。
大学院に進学した諸君はもう薬剤師です。確かに，

諸君がうけた4年制の教育課程は残念ながら，十分な
ものとは言えませんでした。しかし，諸君は大学院に
進学することを選択し，それによりプロフェッショナ
ル教育に対応しうる教育と学歴を得ることができま
す。生物薬学専攻で薬学研究のトレーニングを受ける
にしても，臨床薬学専攻で実務研修を行うにしても，
これまでの学部教育で身につけた自ら学ぶ姿勢をもっ
てあたれば，将来，薬学研究者や高度専門薬剤師など
の道において，社会的に，6年制学科卒業の薬剤師と
同等と認められるでしょう。
最後にすべての入学生の諸君に，ノーベル賞作家の

大江健三郎さんが言われた，「教わって「知る」，それ
を自分で使えるようになるのが「分かる」，そのよう
に深めるうち，初めての難しいことも自力で突破でき
るようになる。それが「悟る」ということ」という言
葉を贈り，「医療人たる薬剤師」を目指し，本日から
スタートをきっていただくことを強く願い告辞としま
す。

サインした宣誓書を読み上げる八巻美和さん

式典後の入学記念コンサート
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本年度より薬剤師養成のための薬学教育は，学部
の修業年限が4年から6年に延長されました。この記
念すべき改革の年にあたり，北海道薬科大学では
「薬学教育6年制発足記念式典」を挙行しました。

4月14日（金）に札幌ガーデンパレスにて行われた
式典には，北海道薬剤師会会長，北海道病院薬剤師
会会長をはじめ多くのご来賓の列席をいただきまし
た。式典後は，記念講演が行われ，近畿大学名誉教
授砂野哲先生が「6年制薬学教育に望まれるチーム医
療の一員としての薬剤師とその養成」の演題で講演
されました。講演の中で砂野先生は，6年制は単に4
年＋2年の教育ではないなど，日本の薬剤師養成教育
の問題点とこれからの教育のあり方について明快に
述べられました。また先生は医療人としての薬剤師
の育成へも言及され，医療人であることの自覚と倫
理観を実務実習までに身につけること，コミュニケ
ーションスキルを高める訓練が必要であることを訴
えました。

平成18年3月14日（火）に，本学に申請された金
内美妃氏（本学助手），戸田貴大氏（本学助手），およ
び佐伯康弘氏（日赤医療センター薬剤部）の博士学位
記授与式が挙行されました。
各授与者の論文題目は以下のとおりです。
●金内美妃氏「経口ケタミン製剤の調製とその評価に
関する研究」

●戸田貴大氏「腎移植後の免疫抑制療法におけるミコ
フェノール酸モフェチルの投与量設定に関する研究」

●佐伯康弘氏「寿命型速度論を用いた血小板輸血時の
動態解析と臨床応用に関する研究」

金内氏は，麻酔薬であるケタミンが神経因性疼痛に
対する鎮痛薬として経口投与でも有用であるが，特有
の苦味を有するために患者が服用しにくいことに着目
し，院内製剤として簡便に調製でき，患者が服用しや
すい製剤を開発し，その有用性について検討しまし
た。
戸田氏は，腎移植後の免疫抑制療法におけるミコフ

ェノール酸モフェチル投与量設定の最適化を目的とし
て，投与量と副作用発現の関係，活性代謝物であるミ
コフェノール酸の体内動態に対する変動要因について
検討し，これらの結果に基づいた投与量設定表を作成
しました。
佐伯氏は，血小板輸血計画を立案するにあたり，血

小板寿命に基づき，製剤投与後の血小板量の推移を説
明する寿命型血小板体内動態モデルを構築しました。
さらに，パラメータ収束性に及ぼす寿命パラメータの
バラツキの影響を評価し，実際の血小板輸血患者に対
するモデル適用性を検討することにより，このモデル
の臨床応用性を確認しました。

薬学教育6年制発足記念式典を挙行 金内氏，戸田氏，佐伯氏に
博士学位を授与

大和田学長による挨拶

砂野先生による記念講演

左から金内氏，戸田氏，佐伯氏
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●採用（平成18年4月1日付）
教員
教授　國仙久雄（基礎教育部　化学分野）金沢工

業大学より
講師　板倉宏予（基礎教育部　語学分野）
講師　野呂瀬崇彦（臨床薬学系　社会薬学分野）

●転入（平成18年4月1日付）
職員
教務課長　渡辺昌美（短大，図書課長より）
入試広報係長　横山淳一（工大，教務係長より）
図書係長　阿部ひとみ（工大，就職係長より）
総務課総務係主事　開米篤士（工大，企画課企画

係主事より）
管理課管理係技師　大寺雄二（工大，総務課総務

係技師より）

●昇格（平成18年4月1日付）
教　授　森田一彦（基礎教育部：数学分野）
教　授　島森美光（基礎教育部：数学分野）
助教授　高橋　淳（基礎薬学系：生命科学分野）

助教授　和田浩二（基礎薬学系：医薬化学分野）
助教授　小松健一（基礎薬学系：薬理学分野）
助教授　岡�光洋（臨床薬学系：社会薬学分野）
助教授　村上美穂（臨床薬学系：社会薬学分野）

●退職（平成18年3月31日付）
教　授　東　市郎（基礎教育部：生物学分野）
教　授　藤本幸男（基礎薬学系：生命科学分野）
教　授　與那覇政憲（基礎薬学系：生命科学分野）

●職名変更（平成18年4月1日付）
事務局長　竹井壽彦（事務局長心得）
総務課長　谷口勇司（教務課長）

●転出（平成18年3月31日付）
総務課長　大村市蔵（短大，図書課長へ）
入試広報係長　渡部圭一（工大，教務係長へ）
図書係長　平尾清美（工大，就職係長へ）

●内部異動（平成18年4月1日付）
教務課教務係主事　西谷　強（総務課総務係主事）

人事異動のお知らせ

本年度の法人発令の校務役職をお知らせします。

学長補佐：植松孝悦
薬学科長：市原和夫
基礎教育部長：中野善明
薬学科 基礎薬学系主任（大学院生物薬学専攻長兼
任）：坂東英雄

薬学科 臨床薬学系主任（大学院臨床薬学専攻長兼
任）：渡辺泰裕

大学院運営部：
市原和夫（部長），坂東英雄（主任），渡辺泰裕（主
任），猪爪信夫（主任），谷口勇司（主任：総務課
長），渡辺昌美（主任：教務課長），上山俊夫（主
任：学生課長），奥野俊一（主任：入試広報課長）

教務部：
佐藤重一（部長），郡　修徳（主任），岡�光洋（主
任），佐藤久美（主任），渡辺昌美（主任：教務課長）

学生部：
森本一洋（部長），島森美光（主任），桜井光一（主
任），山田　惠（主任），上山俊夫（主任：学生課長）

就職部：
早瀬幸俊（部長），吉岡忠夫（主任），江川祥子（主
任），渡辺一弘（主任），上山俊夫（主任：学生課長）

入試部：
渡辺泰裕（部長），黒澤菜穂子（主任），神　久聡
（主任），関　俊暢（主任），奥野俊一（主任：入試
広報課長）

広報部：
渡辺泰裕（部長），櫻井秀彦（主任），奥野俊一（主
任：入試広報課長）

図書館：市原和夫（館長）
薬用植物園：坂東英雄（園長），山下　浩（主任）
実験動物センター：市原和夫（センター長），金田
繁（主任）

RIセンター：早瀬幸俊（センター長），伊藤慎二（主任）
中央機器センター：猪爪信夫（センター長），和田浩
二（主任）

情報教育センター：渡辺泰裕（センター長）
薬学教育センター：高橋和彦（センター長）

平成18年度　校務役職が決まる
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生きる勇気，そして未来
～人として当たり前に生きること（2）～

薬害エイズを考える会　井上昌和・浅川身奈栄

5．提訴から現在まで
感染の告知以降，医療不信で病院から遠ざかり，さ

らに病気のことを忘れるかのように仕事や活動に没頭
していた私は，薬害エイズ裁判で実名を公表し，裁判
の先頭に立って闘っている川田龍平君や多くの若者達
が加わった「人間の鎖」をTV・新聞報道で見て，「自
分はこのままでいいのだろうか」と考え始めていまし
た。そして1996年3月29日和解成立直後に「私も原
告に加えてください」と申し出ました。感染の告知か
ら8年が経過していました。東京地裁・大阪地裁での
和解成立後，東京原告団は地方提訴の方針を取り，私
は1996年11月に札幌地裁で和解を迎えました。
自分自身の和解と前後して北大病院で治療を開始

しましたが，すでに免疫機能はCD4が「31」（普通の
人は，700～1300）という状況まで低下していまし
た。私以上に担当医が驚き，当時稚内から330㎞を
運転して札幌へ通院していたため，「何か起きたら大
変だから次回からは公共交通機関で来なさい」と言
われるほどでした。
稚内では，「薬害エイズについて多くの人に知って

ほしい，ともに考えてほしい」と考え，知人・友人
の力を借りて1996年12月「薬害エイズを考える会」
を結成しました。当時実名は公表しておらず，「血友
病患者」として取り組みを進めました。
1997年2月に極度の貧血状態になり，急遽稚内市

内の病院にかかったところ，食道と胃のつなぎ目か
ら出血していることがわかりました。応急手当後1泊
入院しましたが，おそらく稚内では初めてのHIV患
者だったのでしょう。いかにも普段使っていないよ
うなかび臭い病室に通され，医師や看護師は血圧を
測るだけなのに宇宙服のような防御服を着用し，ベ
ッド周りの壁には「何かあったら困るから」と青い
ビニルシートまで貼られました。翌日救急車で搬送
された北大病院は，4人部屋で他の病気の患者となん
ら変わりない対応だったため，稚内と札幌との医療
格差に「これほど違うのか」と驚きました。
大学院進学を理由に仕事を退職し，1997年4月札

幌へ転居しましたが，実際にはHIV治療が大きな目
的でした。大学院に通学を初めて間もなく，心臓と
小脳から出血し，生死をさまよう状況に陥りました。
またこの頃，CD4が「4」にまで低下し，医師からは
「もう何が起こってもおかしくない状況。エイズ発症」
と言われました。
この危険な状況を乗り切った直後に，当時新薬と期

待されていたプロテアーゼ阻害剤を含むカクテル療法
（HAART療法）を開始することができました。何度か
薬剤変更をしながら，ウイルスを叩いて免疫力が下が
らないように服薬を続けています。様々な副作用と付
き合いながらの治療ですが，結果的には首の皮一枚で
ぎりぎり命拾いしたというのが正直なところです。現
在はCD4「200～300台」を保っています。「HIV＝
死」ではなくなり，「慢性疾患」の一つとして一生つ
き合う状況になりつつあると感じています。
半年間の入院の後，翌年復学し療養を続けながら

2001年に大学院を修了しました。2001年から2002
年にかけて薬害エイズ刑事裁判・ハンセン病訴訟・薬
害ヤコブ病訴訟の支援活動に大きくかかわりました。
2001年5月ハンセン病国賠訴訟の原告勝利判決の確
定で「人間回復を果たした」「本名に戻れる」と喜ぶ
ハンセン病回復者の方々の姿から，また2002年3月
薬害ヤコブ病訴訟の和解に向けて厚生労働省前のリレ
ートークで薬害被害者として訴えたことなど，これら
の闘いを通じてたくさんの勇気をもらい，実名公表の
決意を固めるに至りました。
それまでも集会や大学の講義などでお話しする機

会があると，「対外的には公表していない」ことを前
提とした上で，その場では名前を名乗っていました。
また，家族・親族はもとより身近な知人・友人にも
病気のことは伝えており，小さなカミングアウトは
していました。ハンセン病・薬害ヤコブ病の闘いを
経て，自分も薬害被害者だということを隠さず生き
ていこうと決意し，2002年5月，新聞紙上で薬害エ
イズ被害者として「顔」と「名前」を公表しました。
現在薬害エイズ被害者の治療はC型肝炎治療が重視

「桂」95号（平成18年3月13日発行）に引き続き，井上昌和様，浅川身奈栄様ご夫妻による特別寄稿を
掲載します。今号では「薬害エイズ裁判」，「求められる薬剤師」についてご執筆いただきました。
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されています。HIVとの重複感染者は，肝硬変・肝ガ
ンへの進行が速いとされ，肝炎の悪化により，治療
薬を服用できず，命尽きる患者が増えている状況が
あるからです。私も2003年1月よりペグインターフ
ェロンとリバビリンの併用療法の治験に参加しまし
たが，白血球数の急激な低下やその他の副作用によ
り，3ヶ月間で中止せざるを得ませんでした。その後
2004年8月よりペグインターフェロン単剤での治療
を開始し，現在まで1年以上継続しています。検査の
数値自体は改善されてきていますが，体重減少・食
欲不振・倦怠感・無気力状態などの副作用で時々辛
くなり治療を止めたくなることもあります。でも肝
臓をいい状態で保つことが抗HIV薬を飲み続けられ
ることだと考え肝炎治療を続けています。
また，この間抗HIV薬も何度か薬剤変更をしてきま
した。薬剤耐性ができて効きが悪くなることと，重篤
な副作用を避けるために治療薬を変更してきたのです
が，薬が変わる度にまた新たな副作用とつきあわなけ
ればならないので，慣れるまで大変な思いを繰り返し
ます。でも生き続けるためには抗HIV薬を飲み続けな
くてはならないと思って服薬しています。

6．薬害は社会的構造の中で作り出される
民事裁判・刑事裁判で明らかになってきましたが，

薬害は「産・官・医の癒着」という社会的構造によ
って作り出されています。患者の命や人権より，企
業・個人の利益が優先される状況がいまだに大きく
存在するのです。最近では，肺がん抗がん剤である
イレッサや，インフルエンザ治療薬のタミフルなど
が話題に上りますが，どうしても企業の利益が第一
にされる状況がその背景にあるのではないかと思い
ます。私は少なくとも厚生官僚の製薬会社への天下
りは絶対あってはならないと思います。

7．HIV医療がもたらすもの
HIV治療では，薬害エイズ原告・弁護団が年1回厚

生労働省大臣交渉を行い，さらに各地で三者協議（ブ
ロック拠点病院・行政・原告団）を行う中で，医療環
境の底上げを図ってきました。治療方針のチェック
を兼ねてセカンドオピニオンを受ける，ブロック拠
点病院にコーディネーターナース・カウンセラー・
MSWの配置が整備される，社会資源の利用として身
障手帳の申請により医療費の軽減・免除（更生医療・
重度心身障害者医療）を受けるなど，一般感染者にも
適用する医療の整備が進められています。

8．命と健康と人権が守られる社会を
薬の規制緩和が進み，薬が医薬部外品になったり，

医薬品のままコンビニでも販売できることになり，
「コンビニに置いてある売れ筋の商品」＝「安全な薬」
との誤解を生む危険性がでてきています。薬は副作
用を伴うからこそ規制が必要なのに「自己責任」に
転嫁し，「国の行政責任を放棄する動きでは？」と患
者・消費者としても心配な状況です。国民の健康と
命を守るために薬剤師が養成されているのですから，
ぜひ薬の専門家である薬剤師さんたちに頑張っても
らいたいと思っています。
繰り返しになりますが，薬害は「社会的構造」

（産・官・医の構造的癒着）の中で作られます。「利潤
追求」「事なかれ主義」の中で「健康」「人権」「命」
が奪われるので，監視していくことが大事です。少
しの勇気を出し，多くの人たちと手を携え，薬害の
ない社会，命と人権が尊重される社会を作っていく
ために，薬害オンブズパーソン・タイアップグルー
プ，薬被連などが作られてきました。このような取
り組みに参加し，私たち一人ひとりが意識を変え，
自ら行動していくことが社会を変えていくことの第
一歩だと思います。

9．薬剤師に求められること
薬剤師の役割について，その重要性を再認識する

出来事が最近ありました。重篤な副作用のため抗HIV
薬を変更した際に，それまで服用していた降圧剤と
の飲み合わせに危険情報が出ていたことを医師も看
護師も気づかず，処方箋が出されました。薬局の薬
剤師にそのことを指摘され，すぐに病院に問い合わ
せたところ，それはまずいということになり，別の
降圧剤に変更になりました。もしこの危険情報を知
らずにそのまま服用し具合が悪くなったとしても，
飲み合わせのせいとは気づかずに「抗HIV薬は副作
用が強いから少しぐらいは我慢しなくちゃ」と考え，
もしかしたら重篤な状況に陥っていたかもしれませ
ん。あの時に薬剤師さんに危険情報のことを指摘し
てもらって本当に良かったと感謝しています。
薬剤師の方々には，①薬の専門家として，専門情

報に精通してほしい，②患者の立場に立って情報を
提供し，また必要に応じて医師とも対峙できる専門
家になってほしい，③社会に対しても広い視野で物
事に触れ，薬害問題にも関心を持ってほしい，と願
っています。貴大学ではそのような薬剤師養成のた
めにご尽力いただくことを願って止みません。

《次号「桂」97号では，これまで支えてこられた奥様の立場からご執筆いただきます。》
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診療・調剤報酬のここ10
年の推移を見ると，薬剤師
業務のフィーの配分が，調
剤業務から指導・管理業務

に大きくシフトしてきています。平成18年度の改定
では，「薬局ごとに薬代が違う！」というクレームの
温床となっていた調剤基本料が4段階から2段階に収
束され，調剤料，指導管理料の体系が簡素化されまし
た。いわゆる「包括化」が大きく進められ，「やるこ
とをきちんとやっていれば満点，ひとつでも欠けてい
れば0点」に着実に近づいています。とかく後発医薬
品調剤に焦点があたりがちな今年の改正でしたが，こ
の包括化への進展は，世の中の薬剤師に対する期待を
大きく反映していると私は捉えています。
その期待を端的に表すと，「薬を見ないで私をみて！」
という患者さんの声の代弁となります。平成14年，
15年に日本薬剤師会に寄せられたお薬，薬局に関する
クレームをもとに，同会は「薬剤師のための接遇・応
対マニュアル」を作成しました。また，平成16年にも
同様のクレーム集を作成し，患者さんの生の声を現場
に届ける試みがなされています。この中には，医薬分
業に伴う患者負担の増加や，医療機関と薬局を別々に
訪れなければならない，いわゆる二度手間に関するも
のもありますが，こうしたことの患者さんへの説明も
含めた「薬剤師のコミュニケーション能力」，「患者さ
んに対する態度」によるクレームがほとんどです。せ
っかく大学4年間で学んだ薬学知識を持ち，国家試験
の難関をくぐり抜け患者さんのために精一杯の努力を
しようとしているにも関わらず，こうしたクレームが
寄せられることが残念でしかたがありません。その原
因の一部には，どうやら「薬剤師は患者さんに薬に関
することを指導する」という意識自体にありそうです。
これまでの企業研修・講演などで調剤薬局や病院の

現場薬剤師の方々の声をお聴きすると，「どうやった
ら，こちらの言いたいことをうまく伝えられるだろう
か？」，「どうしたら患者さんの情報を上手く聞きだせ
るだろうか？」といった悩みが多いことに気づきます。
「服薬指導」をするためには「薬剤師が指導したいこ
とをいかに患者さんに伝えるか」，「薬剤師が知りたい
副作用やアレルギーの情報をいかに収集し，それに対
応した指導をするか」に意識が向くのは当然だと思い

ます。そこには「患者さんは指導される存在」，「薬剤
師は指導する存在」としてのメンタルモデルが存在し，
無意識のうちに弱者，強者の関係が構築されているよ
うに見えます。その結果，薬剤師からは「話をきいて
あげる」，「指導してあげる」，「悩みを解決してあげる」
のように「○○してあげる」という言葉が，あたりま
えのように使われているのだと思います。
私はOTC，調剤薬局で8年間実務に携わり，またそ
の後の経営コンサルタント，研修講師としての活動の
中で，薬剤師の患者さんへの関わりの目的は「薬物療
法における患者さんの自律と自立」にあるという信念
を持つに至りました。自らの健康的な生活をイメージ
し，そのとおりに行動する「自律」，自分の疾病に関す
る知識，薬識を持ち，起こりうる副作用や相互作用を
理解した上で，その回避・リスク軽減のための行動を
患者さん自らがとることのできる「自立」という意味
です。そのために必要な薬剤師の患者さんに対する関
わりは，「指導」や「教育」といった知識・技術の伝達
（ティーチング・スタンス）だけではなく，患者さんの
不安を受け止める関わり方（カウンセリング・スタン
ス），頭ではわかっているけど行動に移せない患者さん
の行動変容を支援する関わり方（コーチング・スタン
ス），都度生じる患者さんの悩み，疑問に答える関わり
方（メンタリング・スタンス）の4つがあります。これ
らを患者さんの状態に合わせて使い分けていくコミュ
ニケーションモデルを構築しました。「指導」や「援助」
ではなく，患者さんとのパートナーシップをつくりな
がら薬物療法を効果的にするために「サポート」する，
という概念です。私の研究は，こうしたコミュニケー
ションモデルを医療現場の中で実証していくことです。
コミュニケーションという実体のない，しかも再現

性の極めて乏しいテーマを学問的に体系化することは
困難です。しかし，多くの事例検討を重ね，そのなか
から一定の法則性を見出していくことは，今後の薬剤
師の行動や薬学教育に大きな価値があると，私は信じ
ています。これまでは実務家として活動してきました
が，併せて本学でこうした研究活動ができる機会をい
ただけたことを，本当に嬉しく思っています。5年後
には，北薬大発の薬剤師コミュニケーションモデルが
生まれていることをイメージしながら，取り組んでま
いります。今後ともよろしくお願いいたします。

「服薬指導」から「服薬サポート」へ
社会薬学分野　講師　野呂瀬崇彦
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本年3月31日付けで定年退職した生命科学分野の
藤本幸男教授，與那覇正憲教授が，長年の功績によ
り名誉教授の称号を贈呈されました。贈呈式は5月2
日（火）に学長室で行われました。

退職された藤本，與那覇先生
が名誉教授へ

3月1日（水）に札幌市教育文化会館にて開催された
薬剤師教育研修会で，爽秋会クリニカルサイエンス研
究所瀬戸山修先生の講演がありました。演題は「ファ
ーマシューティカルケアとEBM―緩和ケアにおける
薬物療法について―」で，EBMの概説と緩和ケアに
おける薬物療法をEBMの観点から評価した例につい
てのお話でした。瀬戸山先生は，以前東札幌病院の緩
和医療研究所長を務め，また現在も緩和医療における
薬物治療の第一人者として活躍しています。豊富な経
験に基づく大変説得力のある講演でした。

第78回　北海道薬科大学薬剤師
教育研修会を開催

本学では，平成5年度より教員の授業改善を目的と
した授業アンケートを実施してきました。アンケート
結果は広報誌「桂」にコメントを添えて掲載してきま
したが，今後は，各授業ごとに結果および教員のコメ
ントを本学ホームページ学内専用欄に掲載します。
授業アンケートは本学の教育の改善を目的としてい

ます。そのためには，学生の皆さんの一人ひとりの真
摯な回答を期待しています。

本年度より授業アンケート結果を
ホームページに公表

医薬化学分野の伊藤慎二助教授が，平成 17年度
「北海道分析化学賞」を受賞しました。受賞の対象は
平成15年度まで所属していた薬品分析学研究室での
研究成果が評価されたものです。受賞式と受賞講演
「硫酸抱合型ステロイドに関する研究」は去る1月31
日（火）に「2006年冬季研究発表会」（北海道大学学
術交流会館）で行われました。

伊藤慎二助教授が
北海道分析化学会賞を受賞

平成18年度の本学学部および大学院奨学生が決定
し，4月25日（火）に奨学生証書授与式が行われまし
た。学部奨学生は，前年度に優秀な成績を修めた2～
4年生各10名で，奨励金12万円が給付されました。
大学院奨学生は研究奨励制度として，修士課程1年6
名（生物薬学専攻：3名，臨床薬学専攻：3名），2年
生8名（生物薬学専攻：4名，臨床薬学専攻：4名）
に各15万円，博士後期課程各学年1名に45万円ずつ
が給付されました。なお，学部1年の奨学生は，前期
成績に基づいて，後期に決定されます。
各学年の奨学生は以下のとおりです。

学部奨学生

2年：鈴木賀子，竹田智哉，高尾美里，吉田正幸，
岡嶋正行，田中喜倫，宍戸桃子，福原みさお，
菊地　諒，原田瑞記

3年：元茂拓法，田島宏恵，前田弥里，菅野有美，
佐々木雅志，達麻紀子，吉田訓子，加藤遥平，
須永桃子，牛田磨理

4年：藤山夏子，丸山卓哉，大井菜美子，長瀬多加
洋，向　祐志，宮城小夜，佐藤奈未，須藤友
里，直江可奈子，本間香織

大学院研究奨励生

修士1年：（生物薬学専攻）鎌田恵子，小山恭平，
丸山俊夫（臨床薬学専攻）日下部鮎子，
勝田未来，伊佐治麻里子

修士2年：（生物薬学専攻）板垣麻衣，戸上紘平，都
築仁美，吉見裕幸（臨床薬学専攻）羽田大
志，小松哲哉，井須奈々絵，小田可奈子

博士1年：高栗　郷
博士2年：馬場暁子

本学奨学生が決定
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3月15日（水）に札幌ガーデンパレスにて北海道薬科
大学学位記授与式が挙行されました。平成17年度の
学部卒業生は167名，大学院修了生は，生物薬学専攻
修士課程14名，臨床薬学専攻修士課程18名でした。
開会のことばに続いて，卒業生・修了生一人ひとり

が壇上にて学長より学位記を授与され，その後卒業生
全員で薬剤師としての誓いと活躍を宣誓しました。最
後に，弦楽四重奏による学歌演奏と閉会のことばで式
は終了しました。
授与式終了後，同ホテル内にて，来賓，教職員，卒

業生および卒業生のご父母が参加し，大学主催の祝賀
パーティーが行われました。大和田榮治学長の挨拶の
後，竹内伸仁同窓会会長が乾杯の音頭をとり，立食形
式のパーティーが始まりました。
薬剤師国家試験終了後の式典であったこともあり，式
典終了後のクラス単位での二次会も盛況だったようです。

学位記授与式・卒業祝賀パーティーを挙行 新入生歓迎会を開催

全日本きもの振興会主催の「2006年全日本きもの
女王」に本学3年中谷響さんが選ばれました。北海道
の代表が女王に輝くのは3人目で，9年ぶりの快挙で
した。

本学3年　中谷響さんが
全日本きもの女王に

学位記授与式で宣誓
する日下部鮎子さん

卒業祝賀パーティでの1コマ

4月12日（水）に体育館で新入生歓迎会が行われ，
新入生，在校生，教職員合わせて約400人が参加し
ました。桂青会会長の神成伸彦君が桂青会活動を紹介
した後，引き続いてクラブ紹介，軽音ライブ，ダンス
ショウ，抽選会などが行われ，盛況なうちに歓迎会は
終了しました。この歓迎会において新入生と在校生の
親睦が図られ，多くの新入生がクラブに入部しました。
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オープンキャンパス
薬剤師の仕事や社会的な役割などを模擬講義や体験実習をとおして理解することができます。

平成19年度　学生募集要項（概要）
■募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年） ■入学定員／210名

8月9日（水）・10月7日（土） 10：00～15：30
メニュー　●オリエンテーション　●模擬講義　●昼食（無料です） ●体験実習　●施設見学　●入試相談

募 集 人 員  

出 願 期 間   
試 験 日  
試 験 地  
 
 
 
試 験 科 目  
 
 
 
合格発表日 

公募制推薦 
25名 
 
 

平成18年11月18日（土） 
 
 
 
 

書類審査・小論文・面接 

指定校推薦 
50名 

推薦入試 

平成18年11月19日（日） 
 
 
 
 

書類審査・面接 

系列校推薦 
30名 

社会人入試  
10名 

平成18年10月23日（月） 
～10月31日（火） 

平成18年11月18日（土） 
本学 

基礎学力判定試験 
数学（数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学A，
数学B（数列・ベクトル）） 
外国語（英語Ⅰ，英語Ⅱ，リー
ディング） 
理科（化学Ⅰ，化学Ⅱ） 
面接 
平成18年11月24日（金） 

平成18年11月1日（水）～11月10日（金） 

本学 

平成18年11月24日（金） 

募 集 人 員  

出 願 期 間   
試 験 日  
試 験 地  
 
 
 
試 験 科 目  
 
 
 
合格発表日 

A日程 
 
 
 

平成19年2月1日（木） 
本学・盛岡・東京・大阪 
 

数学（数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学A，数学B（数列・ベクトル）） 
外国語（英語Ⅰ，英語Ⅱ，リーディング） 
理科（化学Ⅰ，化学Ⅱ） 
　※各教科60分 

B日程 
 
 
 

平成19年2月2日（金） 
本学・仙台・東京・大阪 

一般入試 大学入試センター試験利用入試  
15名 

平成19年1月12日（金） 
～1月25日（木） 

本学独自の試験は実施しません。 
 

大学入試センター試験教科、科目 
数学（数学Ⅰ・数学A，数学Ⅱ・数学Bの2科目） 
外国語（英語） 
　※リスニングは含まない。 
理科（物理Ⅰ，化学Ⅰ，生物Ⅰのうち1科目） 
※理科について，2科目以上を受験した場
合は，高得点の科目を合否判定に使用 

平成19年2月9日（金） 

平成19年1月12日（金）～1月25日（木） 

平成19年2月9日（金） 

55名 

募 集 人 員  
エントリー受付期間 
出願許可発表日 
出 願 期 間  
最終試験日 
試 験 地  
試 験 科 目  
合格発表日 

同窓生子女 
20名 

後継者育成＊2
 

5名 

AO入試＊1

平成18年7月3日（月）～9月20日（水） 
平成18年10月20日（金） 

平成18年11月1日（水）～11月10日（金） 
平成18年11月19日（日） 

本学 
面接 

平成18年11月24日（金） 

※一般入試のA日程・B日程の両日受験も可能です。 

＊1　エントリーをされた方に対してAO面談，通信添削指導などを経て出願許可判定をします。 
＊2　北海道内で医療職にある人の子女で，現役，専願の人を対象とします。 
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平成18年度　年間行事予定

3月11，12日に行われた第91回薬剤師国家

試験の結果が，4月6日（木）に厚生労働省より

発表されました。本学の合格率は86.32％で，

第91回
薬剤師国家試験結果

 

受 験 者 数  

合 格 者 数  

合 格 率  

本学出身者 

190名 

164名 

86.32％ 

全受験者 

11,046名 

8,202名 

74.25％ 

7月 

 

 

 

 

8月 

 

 

 

 

 

 

 

9月 

 

 

 

 

 

 

10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 

 

12月 

　 

 

 

 

 

 

1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月 

 

 

 

3月 

1日（土） 

15日（土）・16日（日） 

24日（月） 

25日（火） 

27日（木） 

上　旬 

4日（金） 

7日（月） 

23日（水） 

25日（金） 

28日（月） 

29日（火） 

30日（水） 

1日（金） 

4日（月） 

7日（木） 

11日（月） 

15日（金） 

19日（火） 

 

5日（木） 

14日（土） 

15日（日） 

19日（木） 

 

21日（土） 

22日（日） 

23日（月） 

28日（土） 

11日（土） 

27日（月） 

上　旬 

中　旬 

15日（金） 

18日（月） 

 

19日（火） 

 

4日（木） 

5日（金） 

 

9日（火） 

12日（金） 

15日（月） 

17日（水） 

18日（木） 

24日（水） 

25日（木） 

26日（金） 

27日（土） 

 

5日（月） 

中　旬 

20日（火） 

27日（火） 

2日（金） 

4日（日） 

6日（火） 

 

10日（土） 

14日（水） 

15日（木） 

第1回　就職相談会 

体育大会・大学祭 

前期終講 

開学記念日振替休日（5／15） 

前期定期試験（～8／3） 

4年　就職ガイダンス 

夏季休業開始 

4年　薬学総合演習模擬試験（～8日） 

4年　仮進級試験（～24日） 

4年　再試験（～29日） 

4年　夏季休業終了 

4年　病院実習ガイダンス 

4年　病院実習導入講義（～31日） 

4年　薬局実習ガイダンス・導入講義 

4年　病院実習（～10／2） 

2，3年　仮進級試験（～8日） 

1～3年　再試験（～14日） 

1～3年，大学院　夏季休業終了 

1～3年，大学院　後期始講 

大学院　臨床薬学総合演習（～10／17） 

4年　薬局実習（～19日） 

父母懇談会（帯広・北見・秋田） 

父母懇談会（旭川・盛岡） 

大学院　臨床薬学実務研修（～3／22，

3／27） 

父母懇談会（函館・仙台・京都） 

父母懇談会（青森・東京） 

4年　薬学総合演習始講 

父母懇談会（本学） 

第2回　就職相談会 

4年　薬学総合演習第1回試験（～28日） 

冬道交通安全講習会 

3年　就職ガイダンス 

1～3年，大学院　冬季休業前授業終講 

1～3年，大学院　冬季休業開始 

4年　冬季休業前薬学総合演習終講 

4年　冬季休業開始 

4年　公開模試（～20日） 

4年　冬季休業終了 

4年　冬季休業明け始講 

4年　薬学総合演習第2回試験（～6日） 

4年　薬学総合演習再開 

1～3年，大学院　冬季休業終了 

1～3年，大学院　冬季休業明け始講 

大学院　博士学位論文発表会 

4年　後期終講 

薬学総合演習第3回試験（～25日） 

1～3年　後期終講 

大学院　修士論文発表会（生物薬学専攻） 

大学院　修士課題研究発表会（臨床

薬学専攻） 

1～3年　後期定期試験（～13日） 

3年　就職ガイダンス 

4年　薬学総合演習再試験（～21日） 

1～3年　再試験（～3／2） 

4年　公開模試（～3日） 

4年　国試直前補講（～7日） 

大学院　修士，博士学位審査結果発表 

4年　卒業発表 

薬剤師国家試験（～11日） 

1～3年　進級発表 

学位記授与式，卒業祝賀パーティー 

国公私立薬科大学・薬学部46大学中第4位の

成績でした。



体育大会 

文部科学省「医療人GP」に本学の取組が選定 

留学報告／研究紹介／前期授業アンケート結果 

「生きる勇気，そして未来（3）」 

「シーズ発掘試験研究」に採択／助成金の交付 

「TDM研究」優秀論文賞受賞／博士学位授与 

北薬特別講演会／大学院修士課程推薦入学試験結果 

中国黒龍江省と友好提携20周年記念行事 

教育研究奨励費決定／第31回北薬祭開催／体育大会開催 

桂青会によるボランティア活動／「医療人デー」実施 

ジャワ島中部地震義援金活動／薬剤師教育研修会開催 

平成17年度学部卒業生の就職状況 

就職相談会および同窓生・在学生合同懇話会開催 

父母懇談会開催予定／アスベスト濃度測定結果 

オープンキャンパス開催／平成19年度学生募集要項（概要） 

4

銭函駅前でのボランティア美化活動 5
藤井議員と学生の懇談会 6

第31回北薬祭 1
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　文部科学省の平成18年度『地域医療等社会的ニーズに対応した質の

高い医療人養成推進プログラム』（「医療人GP」）の「臨床能力向上に

向けた薬剤師の養成」に関するテーマで，本学の取組が選定されまし

た。 

　このプログラムは，質の高い医療人を養成する特色ある優れた取

組について財政支援をおこなうことにより，大学の教育の活性化を

促進し，社会から求められる質の高い医療人の養成推進を図ること

を目的としており，薬学部（薬剤師養成の6年制の学科）を置く大学を

対象とした「臨床能力向上に向けた薬剤師の養成」に関するテーマに

は55件（単独申請51件，共同申請4件）の申請があり，11件（単独申請

10件，共同申請1件）の取組が選定されるという狭き門でした。 
 

　本学が単独で選定された取組名称は「臨床能力を育む地域体験型学

習とその支援」で，本学のこれまでの薬剤師養成教育の実績と今後の

教育プランが評価されたものといえます。 
 

　選定された取組の概要は以下のとおりです。 

１　北海道の広大な地域特性を理解し，地域医療に貢献できる薬剤

師を養成するために，本学が培ってきた地域の医療機関・医療施

設との連携を活用した体験型の学習を1～3年次に継続して行う。 

２　このような体験を通して，北海道における地域医療への理解を

深め，地域医療，特に過疎地医療への参画を志向する学生を養成し，

医療人としての基本センスと倫理観を醸成するとともに，患者と

共感できる薬剤師を育成する。 

３　学生⇔地域⇔大学をつなぐ統合プラットフォームを構築し，本

取組はもとより，5～6年次に北海道内全域で展開される実務実習，

および地域薬剤師の生涯教育の支援，医薬情報の発信にも活用する。 

文部科学省『地域医療等社会的ニーズに対応した 

質の高い医療人養成推進プログラム』に 

本学の取組が選定 
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　私は，2005年4月から2006年3月までの1年間，スイ

ス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH Zürich, ETH）

への留学の機会を得ました。 

　スイス最大の都市であるチューリッヒの中央駅を見

下ろす丘の上にあるETHの旧校舎は，スイス旅行のガ

イドブックにも掲載されている観光の名所で，ポリバ

ーンと呼ばれる小さなケーブルカーで登れるポリテラ

スからは，チューリッヒの旧市街を一望することがで

きます。2005年はETH設立150周年の記念の年で，

Welcome tomorrowと表した記念のロゴマークは，

ETHのキャンパス内だけでなくチューリッヒの街のい

たるところで目にすることができました。ETHはアイ

ンシュタインの母校でもあり，彼の主要な業績が発表

された1905年から100年目にあたることを記念した国

際物理年のイベントと合わせて，多様な記念行事が，

ETHのキャンパスで，チューリッヒの市内で，そして

スイス全土で行われました。 

　私が所属した薬学研

究所は，化学・応用生

物学科に属し，ETHの

もう一つのキャンパス

であるHönggerberg

キャンパスに2004年

の夏に完成した最新

の研究棟内にありま

す。薬剤師を目指す

学生は，1学年50～60名，5年制で全体で300名弱，博

士課程の大学院生が100名強，皆勤勉で，礼儀正しい

若者たちです。大学院生は，ドイツ人とスイス人が最

も多く，この両者がほぼ同数，その他イタリア人やロ

シア人などの院生もいます。大学院のプログラムは全

て英語で行われますが，学部教育はドイツ語中心です。

ただし，学生実習では，ドイツ語を母国語としない院

生や博士研究員もティーチングアシスタントとして借

り出され，そのような場合は授業は英語になります。

50名の学生に対してスタッフ，ティーチングアシスタ

ント総出で指導するわけですし，ティーチングアシス

タント一人ひとりに十分な責任を与えているので，3

～4名の学生に一人が付いて指導するような理想的な

少人数教育がなされています。授業評価のアンケート

結果について，教員スタッフとティーチングアシスタ

ントが一緒にディスカッションする場に立ち会ったと

きは，正直カルチャーショックでした。ただ，学生を

いかにインタラクティブに導くかについて苦慮してい

る様子を見て，悩みはここでも同じかと，少し安心も

しました。大学院生は，薬学部出身が約半数，その他

に化学や工学を学んだ学生が所属しています。スイス

は，ノバルティスなどの大手の製薬企業があることか

ら，就職もよいため，薬学は人気が高く，レベルも高

いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　私が学んだ研究室は，Galenische Pharmazie，すな

わち製剤学研究室だったのですが，最近は英名の

Drug Formulation & Deliveryを好んで用いているよ

うです。私はその中のワクチンデリバリーの研究グル

ープに所属しました。抗原タンパクやDNAが抗原提

示細胞である樹状細胞に選択的に導入され，さらに引

き続いて体液性免疫と細胞性免疫が理想的なバランス

で誘導されるように，注射可能で，高機能，多機能な

粒子の設計を約10名のスタッフで行っています。私自

身は，乳酸―グリコール酸共重合体のナノ微粒子の表

面に機能性高分子であるキトサンをコーティングする

研究を行いました。この表面に結合したキトサンのア

ミノ基を，他の機能性分子，例えば細網内皮系回避の

ためのポリエチレングリコール鎖や樹状細胞への選択

的送達のためのマンノースを更に結合させるために利

用します。ナノ粒子の調製には，最新のフロースルー

型超音波セルを用いました。通常の超音波式乳化機は

工業的なスケールアップが困難なのに対して，この装

置ではそれが容易に行えます。研究室には，この他大

学の研究室としては比較的大型の製剤装置を有してい

て，それらを企業との共同研究や，更には近郊の病院

薬剤師の試験研究のためにも提供しています。目的意

識の高い実務薬剤師の研究グループへの参加は，特に

若い研究者に対してよい刺激になっているものと感じ

ました。 

　スイスという国に1年間滞在し，多くの刺激を受け

ることができました。それをこれからの教育・研究活

動に生かしていかなければと，強く思っています。 

スイス連邦工科大学に留学して 
基礎薬学系薬剤学分野　助教授　関　俊暢 

チューリッヒの中心部にあるETHの 
メインビルディング 

郊外のH�nggerbergキャンパス；手前中央部の新しいビルが薬学研究所 
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　我々が生活している地球

は水で満ちあふれているよ

うに感じられます。地表の

3分の2を覆っている広大な

海洋を思い浮かべると，そ

のような思いも理解できま

す。地球上の水はどこから来たかというと，地球生成

時に降り注いだ隕石や微惑星が起源です。太陽系の周

りに散らばっていた隕石や微惑星には，宇宙の元素が

構成されるときに同時に形成された水が少量含まれて

いたのです。これらは隕石や地球上の岩石を分析すれ

ば容易に確かめることができます。このようにして宇

宙空間からやってきた水ですが，我々が使うことがで

きる水はその中の約0.01％しかありません。地球表面

を平坦にすると地球全体は3,000m近い深さの海になっ

てしまいますが，地球上の水の97％は海水です。残り

の3％が淡水で，その中の0.33％が河川や湖沼の水です。

そうすると地表からわずか30cmの深さの水しか，我々

は使うことができないとわかります。 

　我々が住んでいる日本は水の豊かな国であるといわ

れていますが，生活様式の高度化と産業の発展に伴い

大量の水を消費しています。特にめざましい勢いで発

展している液晶製造産業では毎日数万トンもの超純水

を消費しているのです。現在ガソリンは1�あたり約

140円くらいです。ペットボトルに入っている水は

500m�で約130円もしており，我々はガソリンより値

段の高い水を大量に購入しています。北海道では今で

もおいしい水が供給されていますが，東京，京都や大

阪などでは上流に住んでいる人の排水が流れ込んだ川

の水から飲料水を採水し，浄化施設において基準を満

たした水道水を作り，配水しています。水資源の確保

のためには水の再利用が必要不可欠なのです。そのた

めに工場および一般家庭排水の下水浄化施設や水道水

を配給する上水処理施設における，より安全で効率の

良い水処理技術の研究が行われてきました。現在は企

業や自治体の努力によって，排水基準や水道水の基準

を満たした排水や水道水の供給が行われています。し

かし排水基準や水道水の基準値は今後ますます安全性

が高く設定され，これを満たすことは非常に難しくな

ると考えられます。 

　私はイオン交換法という手法を用いて河川や湖沼の

富栄養化現象の原因の一つであるアンモニウムイオン

の除去に関する研究を行ってきました。イオン交換は

固相と液相の間で起こる可逆的なイオンの吸着現象で，

脱塩，精製などの分離プロセスとして広く利用されて

いる手法です。活性炭による水の浄化に見られるよう

に，吸着反応の利用は，古くから行われていました。

1773年Scheeleは初めて木炭がアンモニアを吸着する

ことを見出し，友人への手紙に記したといいます。し

かし，現代的なイオン交換反応の概念を確立したのは，

1850年イギリスのJ. T. WayとH. S. Thompsonです。

Thompsonは土壌が肥料の硫酸アンモニウムを吸着す

る機構を調べるために，土壌を入れたろ過器に硫酸ア

ンモニウムを加え，蒸留水を流したところ，流出液に

はアンモニアがなく硫酸カルシウムが含まれていまし

た。Wayはこの現象を土壌が硫酸アンモニウムを分解

し，土壌中の塩基成分のカルシウムを置換する形でア

ンモニウムイオンを吸着するためと考え，この現象を

塩基交換と呼びました。 

　私はアンモニウムイオンをイオン交換する捕集材と

してゼオライトを選び，このイオン交換能を詳細に検

討しました。日本は火山性の国土のため，天然のゼオ

ライトが至るところで産出し，安価で大量に消費する

ことが可能です。また，ゼオライトは有害な成分を含

まず，環境に対して負荷の低い捕集材と考えられます。

島根産の天然ゼオライトを用いて水溶液中のアンモニ

ウムイオンの捕集能を検討した結果，次の知見を得る

ことができました。ゼオライトとアンモニウムイオン

の反応時間を検討した結果，非常に速い速度でアンモ

ニウムイオンがゼオライトに捕集されることがわかり

ました。捕集量と溶液のpHの関係から，中性付近で

捕集量が最大となることがわかりました。また，溶液

中のアンモニウムイオン濃度と捕集率の関係から，低

濃度においても非常に捕集率が高いことがわかりまし

た。この結果から，実際にゼオライトを水浄化材とし

て用いると，処理水のpH付近で低い濃度からでも素

早くアンモニウムイオンを捕集することが可能である

ことがわかります。従ってゼオライトは非常に有効な

捕集材であることが確かめられました。 

　地球の表面の3分の2は海で，水の惑星と考えられま

すが，地球上の水は地球の質量の0.03％しかなく，岩

石の惑星と呼ばれるべきなのです。また，水は地球上

のわずかな気温の上昇によって地球から簡単に消えて

無くなってしまう存在でもあります。このように大切

な水をよりよい環境に保つような研究を行っていきた

いと考えております。 

天然鉱物を用いた水浄化法の開発 
化学分野　教授　國仙久雄 
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　本学では，授業内容や方法などについて学生に意見を求め，それらを授業改善に役立てることを目的として，

授業アンケートを実施しています。今年度は，授業アンケートの実施および公表の方法などについて大きな変更

を行いました。以下にその要点をまとめます。 

１　学生の自由な意見を聴取するために，授業アンケートを無記名としました。 

２　マークシートによる調査項目を大きく変更し，どの科目にも共通する質問項目としました。また，マークシ

ートの質問の最後に総合評価を設けて，各々の授業に対する学生の満足度を調査しました。 

３　授業アンケート結果をもとに科目担当者が授業改善目標を設定し，授業アンケート結果とともに本学ホーム

ページの学内専用欄に掲載しました。 

講義・実技科目 

 

 

 

実習科目 

 

 

 

演習科目 

　また，本年度より総合評価の質問項目（問11）を設けましたが，学生の満足度の高い必修講義科目は，各学年で

以下のとおりでした（括弧内は平均評価値）。1年生：コミュニケーション論（4.29），国語表現法（4.22），英語Ⅰ［担

当：加藤隆治］（4.21）；2年生：機能形態学Ⅱ（4.15），生化学Ⅱ（3.97），物理薬剤学（3.89）；3年生：公衆衛生学（4.14），

薬学英語Ⅵ［担当：加藤隆治］（4.13），病態生化学Ⅰ（3.82）；4年生：薬物治療学Ⅲ（3.79），臨床コミュニケーショ

ン論（3.75），臨床薬剤学（3.65）。 

　前期と同様に，後期も授業アンケートを実施します。授業は学生と教員が共に創り上げていくものです。学生

の皆さんの真摯な回答を期待します。 

1年 

2年 

3年 

4年 

情報処理実習（1年） 

アーリーエクスポージャー（1年） 

薬学実習Ⅲ（2年） 

薬学実習Ⅴ（3年） 

演習Ⅰ（1年） 

薬学演習Ⅲ（2年） 

薬学演習Ⅴ（3年） 

学　年 回収率 

61.9％ 

44.7％ 

46.1％ 

50.7％ 

54.9％ 

61.9％ 

37.0％ 

42.4％ 

38.5％ 

39.6％ 

38.8％ 

問1 

問2 

問3 

問4 

問5 

問6 

問7 

問8 

問9 

問10 

問11

この授業は、学習の目標が明確である。 

この授業内容は、授業計画（シラバス）に沿っている。 

この授業内容を理解できた。 

この授業のレベルは適切である。 

この授業内容の分量は適切である。 

教員の話し方が明確で聞き取りやすい。 

教員の説明は体系的でまとまりがあり、分かり易く説明していた。 

教員の授業に対する熱意を感じた。 

教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮した。 

教材（プリント、視聴覚、板書など）の使用が効果的である。 

総合的に判断して，この授業は満足できる。 

質問項目 1年生 

3.56 

3.50 

3.37 

3.33 

3.38 

3.24 

3.26 

3.53 

3.38 

3.41 

3.39

2年生 

3.56 

3.68 

3.40 

3.58 

3.49 

3.37 

3.42 

3.57 

3.62 

3.72 

3.59

3年生 

3.47 

3.58 

3.48 

3.47 

3.34 

3.36 

3.35 

3.56 

3.59 

3.50 

3.47

4年生 

3.38 

3.67 

3.31 

3.38 

3.27 

3.48 

3.30 

3.71 

3.50 

3.59 

3.40

全体 

3.51 

3.58 

3.34 

3.42 

3.35 

3.35 

3.32 

3.59 

3.50 

3.55 

3.45

　各質問項目に対する学年別の5段階評価における平均評価値は以下のとおりです。 

　講義・実技科目の授業アンケートは，

前期終講の 1週間前に学年ごとの冊子体

として学生へ配布し，終講後に回収ボッ

クスへの投函により回収しました。また，

実習・演習アンケート用紙は終了日に学

生に配布し，その後回収ボックスへの投

函により回収しました。なお，4年臨床

薬学実習は，実施形態上の問題のため，

独自のアンケートを実施しました。各学

年別のアンケート回収率は右記のとおり

です。 

前期授業アンケート結果がまとまる 
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　「桂」96号（平成18年6月2日発行）に引き続き，井上昌和様，浅川身奈栄様ご夫妻による特別寄稿を掲載
します。今号では薬害エイズの被害者であるご主人を支えてこられた奥様の立場からご執筆いただきました。 

　私と井上は1994年9月に結婚しました。友人でいる

時期が長く，一緒に平和問題などに取り組む仲間でし

たが，夫が血友病患者だと知ったのは，結婚を前提に

付き合うようになってからでした。当時はとても元気

な人でしたので，血友病のことを初めて知った時，命

にかかわる病気では？ととても驚きましたが，「製剤

でコントロールできるから大丈夫」と聞いてひとまず

安心しました。薬害エイズのことを考えなかったわけ

ではありませんでしたが，それ以上夫が話さなかった

ので私も大丈夫なんだろう，と思っていました。男女

平等であり，夫婦別姓を選択し，「なんでも話し合え

る間柄」だと思っていましたので，心から理解し合え

る関係だと考えていました。 

　ところが，結婚してちょうど2年が経ったある日，

夫から「自分も原告なんだ」と告白されました。血友

病患者仲間の裁判支援のためにと時々札幌へ出かけて

いた夫はその日も夜遅く帰宅し，裁判の状況などを話

してくれていたときでした。私は本当にびっくりして，

「それで，あなたの身体は大丈夫なの？」と聞きまし

た。後で考えれば，当時仕事が大変な状況で，そのス

トレスかと思っていたのですが，フケが多量に出たり，

顔にぶつぶつとできものができたりしていました。お

そらく免疫力が低下してきていたのだと思いますが，

その時は知る由もありませんでした。また，夫は結婚

する前から「血友病は遺伝するので，子ども達に自分

と同じような苦労をさせたくない」と言って，子ども

を作ろうとはしませんでした。私は「いつかきっと説

得してやるぞ！」と思っていましたが，夫の決意は固

く同意を得るには至っていませんでした。このことも，

私にHIV感染させないための言い訳だったのだという

ことにこの時初めて気づきました。私は一番そばにい

て毎日一緒に暮らしていながら，どうして病気のこと

に気づいてやれなかったのだろうと悔やみました。病

気のことを黙っていた夫を責める気にはなれませんで

した。結婚する前から，血友病で苦労した子ども時代

のことなどを聞いていましたので，何の苦労もなくの

ほほんと育った自分に比べて，なんという大変な状況

の中，頑張って生きてきたのだろうと感心していまし

た。生まれつきの病気に加えて，HIV感染という重た

い病気を背負わされた薬害エイズ被害者の夫は，この

病気のことを一番身近にいる妻にさえ言えずたった一

人で耐えてきたのかと思うと，自分がふがいなく申し

訳ない気持ちでいっぱいでした。 

　薬害エイズ裁判の支援活動をはじめたばかりの頃で

したが，いきなり当事者の家族としてこの問題に関わ

ることになり，当時発行されていた薬害エイズ関連の

本を読み漁りました。それまでも川田悦子さんの講演

を聞く機会があったり，基本的なことは知識として知

っていましたが，原告の方々の綴った文章を胸が切り

裂かれる思いで読みました。稚内で「薬害エイズを考

える会」の会員を広げ，一人芝居や集会に取り組みま

したが，夫の身体は予想以上に免疫力が低下しており，

同時進行で闘病生活が始まりました。一時はかなり危

険な状況に陥りましたが，文字通り一命を取り留め，

闘病と活動に二人三脚で取り組んできました。 

　私は当時小学校の教員をしていましたが，夫の看病・

介護などと両立が難しく，休職の後，退職しました。

転勤希望が叶わず，仕事を続けるとしたら夫との別居

を余儀なくされる状況でしたので，生きるか死ぬかと

いう闘病中の夫を一人にして，仕事に復帰するという

選択肢は考えられませんでした。「今はまず生き抜こ

う。また元気になったら二人でバリバリ働けばいい」

と二人で話し合った結果でした。 

　夫が闘病を続けながら大学院に復学した後，「エイ

ズ予防法」と「らい予防法」が「社会防衛論」の立場

で患者を取り締まるという瓜二つの法律であることを

知り，それがハンセン病問題に取り組むきっかけとな

りました。ハンセン病訴訟の支援の中で出会った回復

者の方から話を伺い，差別・偏見の問題について深く

考えさせられたことがあります。「差別・偏見は誰も

が『してはいけないこと』と頭ではわかっている。で

もそのような場面に出会ったときに，ぜひ自分の胸を

生きる勇気，そして未来（3／3） 
～薬害エイズ被害者の夫とともに生きて　妻の思い～ 

薬害エイズを考える会　井上昌和・浅川身奈栄 
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実際にたたいて，『自分は差別・偏見の気持ちを持っ

ていないだろうか』と問い直してほしい」というもの

でした。 

　差別・偏見は自分と違うこと，知らないこと，未知

のものに対して起こります。だから差別・偏見をなく

すためには，知ること・学ぶこと・触れ合うことだと

思います。私も実際に，エイズの問題を通して，同性

愛者の方々と知り合い一緒の取り組みをする機会があ

りました。それまで出会ったことのない方々でしたが，

みなさん普通の方でしたし，普通の方より素敵な方も

多かったように思います。自分と生き方は違うけれど，

その生き方を理解し認め合うことはできると実感した

経験でした。 

　また，「闘わなければ何もプラスは生み出さない。

運動のないところに幸せはない」という言葉もハンセ

ン病回復者の方に教えていただきました。これは私た

ちが座右の銘にしているものですが，私たちの住む社

会は残念ながら黙っていては幸せはやってきません。

一つひとつのことに当事者が声を上げ，自分達の願い

や要求を獲得していかなければならない社会です。声

を出し，一歩足を踏み出すことによって，自分達の幸

せは守られるのです。 

　薬害エイズに関わって，患者に対し全く違う態度を

とった医師について紹介したいと思います。夫の主治

医は「結婚はするんじゃない」などの注意を指示し，

患者に背を向けた医師でした。これに対し，同じ道内

の患者仲間に聞いたのですが，感染させてしまった患

者一人ひとりに「このような病気に感染させてしまっ

て申し訳ない。一緒に闘っていこう」と手紙を書いた

医師がいました。薬害は不幸な出来事ですけれど，患

者にとっては一緒に闘っていこうと言ってくれる医療

従事者ほど心強い味方はありません。医師に限らず医

療従事者の方々は自分の意に反して加害者の立場に立

ってしまうことがあるかもしれません。その時に，患

者に背を向けるのか，それとも共に闘っていこうと言

えるのか，ここが大きな分かれ道だと思うのです。自

分の意に反して加害者になってしまったとしても，そ

の時に，その人の人間性や生き方が問われるのだと思

います。この北海道薬科大学でも，ぜひ患者の立場に

立って一緒に考え，歩んでくれる薬剤師さんたちを養

成していただきたいと強く願っています。 

　「桂」95号から連載しました井上様，浅川様ご夫妻による寄稿は今号を
もって終了いたします。紙面をもちまして，厚くお礼申しあげます。 

　病態科学分野の江川祥子助教授の研究課題が，独立

行政法人科学技術振興機構（JST）が行う地域イノベー

ション創出総合支援事業重点地域研究開発推進プログ

ラム「平成18年度シーズ発掘試験」に採択されました。

「研究シーズ」とは，実用化が期待される研究テーマ

であって，知的財産権の取得，もしくは知的財産権を

既に取得し，実用化に向けて発展が期待される研究課

題です。採択された研究テーマは，「関節リウマチ患

者の臨床経過予測マーカーの開発」です。 

　臨床薬剤学分野の戸田貴大助手が，平成18年7月16

日（日），17日（月）に東京で開催された第23回日本

TDM学会において，平成18年度大日本住友製薬賞「TDM

研究」優秀論文賞を受賞しました。受賞論文名は，「腎

移植患者におけるミコフェノール酸体内動態の変動要

因」であり，本年3月に戸田助手が本学で取得した学位

論文のもととなった研究成果の一つです。本論文では，

母集団薬物動態解析により，免疫抑制薬ミコフェノー

ル酸の体内動態の変動要因を探索し，その結果に基づ

き，腎移植後の免疫抑制療法におけるミコフェノール

酸モフェチル投与量設定表を作成しています。戸田助

手の本賞受賞は2回目であり，学会でも前例がありま

せん。 

　本年度の秋山記念生命科学振興財団と伊藤医薬学術

交流財団助成金交付が以下のとおりに決まりました。 

●秋山記念生命科学振興財団（一般助成金） 

高橋和彦 教授 

生活習慣病の新規診断法の開発―脳梗塞，心筋梗塞を

引き起こす動脈硬化の初期徴候の測定 

●伊藤医薬学術交流財団（海外留学交流助成） 

早川　達 助教授 

アメリカの臨床薬剤師業務及び薬剤師教育システム

に関する研究 

江川助教授の研究課題が 
「シーズ発掘試験研究」に採択 

戸田貴大助手が 
平成18年度「TDM研究」優秀論文賞を受賞 

秋山記念生命科学振興財団と 
伊藤医薬学術交流財団より助成金が交付 
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　平成18年7月31日（月）に，本学に申請された齊藤嘉

津彦氏（札幌医科大学薬剤部）の博士学位記授与式が

挙行されました。論文題目は「個別化医療を目指した

薬物体内動態関連遺伝子の多型解析に関する医療薬

学的研究」で，論文の中で齊籐氏は，遺伝子多型解析

のオーダーメイド医療への応用を目指し，　　　およ

び　　　　 遺伝子を用いて　　　　ハプロタイプ解析

を行い，連鎖不平衡情報活用の有用性を明らかにしま

した。さらに， 　　 遺伝子を潰瘍性大腸炎の疾患候

補遺伝子としたハプロタイプ―疾患関連研究を行い，

この解析方法が個別化医療の発展に大変役立つもので

あることを示しました。 

　本学大学院修士課程の推薦入学試験が8月22日（火）

に実施され，生物薬学専攻6名，臨床薬学専攻13名が

合格しました。生物薬学専攻の特論研究室配属は衛生

学特論，微生物学特論，薬理学特論，生化学特論が各

1名，製剤学特論が2名でした。 

　7月26日（水）から30日（日）まで，中国黒龍江省の

省都ハルピン市において中国黒龍江省と北海道の友好

提携20周年記念行事が挙行され，本学からは国際交流

委員会の猪爪信夫教授が参加ました。北海道の経済，

観光，教育などを紹介する企画があり，北海道からの

依頼により大学紹介ブースを設置しました。持参した

資料がすぐになくなるほど教育への関心が高く，多く

の方から質問が寄せられ，対応に追われました。 

　第68回北薬特別講演会が7月21日（金）に開催されま

した。講演者と演題は以下のとおりです。 

①國仙久雄教授 

　演題：ケイ酸塩化合物を用いた水浄化材料の合成と

　　　　評価 

②平成17年度本学教育研究奨励費採用者（高橋和彦教授，

丁野純男助手）による成果発表 

　本年度の「教育研究奨励費」（総額3,520千円）の配分が決定されました。41件の応募の中から採用された

10件は以下のとおりです。 

（応募順に記載） 

職名 氏　名 教育研究課題名 

薬剤師の英語学習支援プログラム作成のための基礎研究 

細胞増殖制御作用を有する新規アルカロイド誘導体の合成と活性 

ファーマシューティカルコミュニケーション研究会　第5回大会 

アンギオテンシンⅡ受容体拮抗薬およびカルシュウム拮抗薬投与時における尿中排泄蛋白
の変動 

再履修生問題の原因解析と多様な対策 

スタチンのpleiotropic effectsの臨床的意義　―基礎実験からの考察― 

薬学生に対する医療人としての態度学習支援活動とその成果に関する研究 

カドミウムの血管内皮細胞毒性とグルタチオンの防御的役割 

薬学教育6年制に向けた英語力向上のための支援プログラム　―TOEIC受験をめざし
て― 

アリゾナ大学における薬剤師教育の研究および研修 

助教授 

助教授 

教　授 

助　手 
 

教　授 

助教授 

講　師 

助教授 

教　授 

助教授 

山田　　惠 

和田　浩二 

早瀬　幸俊 

藤本　哲也  

高橋　和彦 

佐藤　久美 

野呂瀬崇彦 

丹保　好子 

  神　久聡（代表） 

早川　　達 

齊藤嘉津彦氏に博士学位を授与 大学院修士課程推薦入学試験の結果 

中国黒龍江省と北海道の 
友好提携20周年記念行事で本学を紹介 

北薬特別講演会が開催 

平成18年度「教育研究奨励費」が決定 
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　第31回北薬祭が7月15日（土），16日（日）の両日にわた

り開催されました。実行委員長の1年生　原口真智子さ

んは，開学以来初の女性委員長でした。 

　今年度のテーマは「イニシエーション　～新創開店～」

で，本学が今年度から6年制「薬学科」として新たに出発

したこと，臨床講義棟が竣工されたことなどに関連し，

また学生自身が新しいものを作り出すことをイメージ

して決定されました。「古に囚われず新しいものを取り

入れる！」，「北薬大の先輩たちのバトンを受け取り，

しかし気持ち一新！」などの意味が込められています。 

　両日の催し物として，化学実験（科学研究同好会），

LIVE（軽音楽部），DANCE SHOWCASE（ダンス部），

演舞（空手部），カラオケ大会，○×クイズ大会などが

行われました。また今回は，ジェネリック医薬品につ

いての勉強会（ene同好会）や教員も参加した「薬の相談室」，

「薬草園見学」の新たな企画が加わりました。“OLD”“雷

鼓（RAICO）”“pampas field ass kickers”が出演した芸

能ライブ，恒例の焼き鳥，お好み焼き，クレープ，た

こ焼きなどの露店，ビンゴ大会も行われ，最後に盛大

な花火が桂岡の夜空を染め，本年度の北薬祭は終了し

ました。 

　7月15日（土）に体育大会（実行委員長 3年 小林速人君）

が開催されました。参加者は約260名，競技種目は昨年

実施されたバスケットボールとバレーボールに，ソフ

トボールも加わりました。大学祭屋外ステージで行わ

れた開会式に引き続いて，グラウンドと桂青館で白熱

した試合が繰り広げられました。バスケットボールは

15チーム参加で優勝は「OTITUN」，バレーボールは28

チーム参加で優勝は「横Show～S子は今～」，ソフトボ

ールは11チーム参加で優勝は「チーム，チャッキーのオ

マーン」でした。 

　本学学生が，“将来医療人となることを意識し，医療

人としてふさわしい態度を修得する練習の場”として「医

療人デー」が企画されました。7月6日（木）に実施された

第1回目のテーマは，「医療人として相応しい清潔感の

ある服装」でした。学生は各自テーマを意識した服装で

授業や実習を受け，相互評価などを行いました。なお，

アンケートの結果，「相応しい服装」として，白色を基

調とすることが強く支持されていることがわかりました。

この企画は2～3か月に1度，継続的に行われる予定です。 

　5月27日早朝に発生したインドネシアジャワ島中部地

震の被害に対し，桂青会では，6月1日（木）～7日（水）に

かけて支援のための募金活動を行いました。38,095円の

募金が寄せられ，日本赤十字社へ救援金として送金し

ました。 

　第79回薬剤師教育研修会は，5月26日（金）午後6：30

～8：30に札幌市教育文化会館で行われ，今年度本学に

赴任した社会薬学分野の野呂瀬崇彦講師が，「服薬サポ

ートの考え方　―相手の自立を支えるコミュニケーシ

ョン―」の演題名で講演しました。会場は満員となり，

補助椅子を出す盛況振りでした。聴衆同士のロールプ

レイを取り入れるなど，従来とはひと味違った研修会

になりました。 

　第80回は7月15日（土）午後1：30～2：30に本学の418

教室で行われ，参議院議員で薬学博士である藤井基之

氏が，「薬学教育6年制と薬剤師教育の変遷」の演題名で

講演されました。当日は大学祭ということもあり，多

くの学生ならびに教職員や近郊の薬剤師も出席しました。

薬学の歴史から始まり，薬剤師教育の変遷に伴う薬学

教育6年制に至る経緯，そして日本の医療の現状と幅の

広い視野からの講演は，今後薬剤師および薬剤師教育

はどうあるべきかのヒントを与えてくれる講演でした。

講演後には，藤井議員と学生との懇談会も催され，約

40名の学生が集まり，有意義な懇談会となりました。 

　7月15日（土），本学の学生・教職員の親睦団体である

桂青会が主体となり，桂岡町内会と銭函・桂岡アパー

ト組合にも協力を呼びかけ，地域の生活環境の整備と

景観の保全を目的とした清掃活動が行われました。大

学祭や体育祭の開催中にもかかわらず，総勢約70名が

参加しました。活動範囲は桂岡町内に加え，国道5号線，

銭函駅周辺，銭函海岸沿い道路とし，参加者は6つのグ

ループに分かれて，約1時間半にわたり美化活動を行い

ました。当日は気温が上がり，汗だくとなって活動さ

れたボランティアの方々に感謝いたします。今後もこ

の活動が継続され，さらに活動範囲が広がることを期

待します。 

第31回　北薬祭を開催 
テーマは“イニシエーション　～新創開店～” 

体育大会が開催 

「医療人デー」を実施 

ジャワ島中部地震義援金活動 

第79回，第80回薬剤師教育研修会が開催 

桂青会によるボランティア活動 
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　平成17年度卒業生の最新の就職状況について就職部

より報告します。平成17年度の本学に対する薬局・病

院・製薬企業等からの求人件数は811件で，前年度と

比較し3.3％増加しました。内訳は，開局薬局359（道

内72，道外287），病院薬局394（道内135，道外259），

製薬企業39，医薬品卸業4，化学製造業5，血液センタ

ー2，臨床検査等8でした。平成16年度と比較し，開局

薬局では3.8％増加，病院薬局では5.6％増加しています。

また，求人数では，総数2,272人で，就職希望者数の約

16.5倍でした。 

　卒業生167名の進路を下表にまとめました。大学院

進学30名（本学大学院24名，他大学大学院6名）およ

び就職希望なしの6名を除くと，就職希望者は131名で，

本年7月10日の時点で129名の就職が決定（決定率98.5％）

しています。進路状況の未定・その他の欄は，就職希

望なし，および薬剤師国家試験不合格のために就職を

辞退した人たちです。 

病院 
【北海道内】［札幌］（医）愛全会　愛全病院，（医）重仁会　大
谷地病院，特定（医）北楡会　開成病院，独立行政法人国立病院
機構　北海道がんセンター，（医）恵佑会　札幌病院，（医）秀友
会　札幌秀友会病院，（医）菊郷会　札幌センチュリー病院，北
海道旅客鉄道㈱　札幌鉄道病院，（医）徳洲会　札幌徳洲会病院，
（医）徳洲会　札幌東徳洲会病院，（医）禎心会病院，（医）渓仁
会　西円山病院，（医）社団尚誠会　八軒循環器病院，北海道厚
生農業協同組合連合会，特定（医）北楡会　北海道循環器病院，
北海道整形外科記念病院，（医）彰和会　北海道消化器科病院　
［小樽］市立小樽病院，市立小樽第二病院　［恵庭］（医）北晨
会　恵み野病院，恵庭第一病院　［苫小牧］（医）王子総合病院
　［函館］社会福祉法人函館厚生院　函館五稜郭病院　［旭川］
独立行政法人国立病院機構　道北病院　［釧路］市立釧路総合
病院　［留萌］留萌市立病院　［芦別］（医）仁恵会　芦別精療
院　［ひだか］（医）静仁会　静仁会静内病院　［小清水］小清
水赤十字病院　［音更］（医）徳洲会　帯広徳洲会病院 
【北海道外】［岩手］岩手県医療局（県立病院）　［秋田］秋
田大学医学部附属病院　［山形］（医）社団山形愛心会　庄内余
目病院　［茨城］（医）社団協栄会　大久保病院，（医）社団常仁
会　牛久愛和総合病院　［宮崎］（医）同心会　古賀総合病院［和
歌山］国保野上厚生総合病院 

薬局 
【北海道内】［札幌］㈱オストジャパングループ，札幌臨床検
査センター㈱　ノルデン薬局，㈱中央調剤，㈱ナカジマ薬局，
日本調剤㈱，㈱ファーマホールディング，㈱北海道保健企画，
東洋薬品㈱　つがやす薬局，北海道クラフト㈱，㈱フロンティ
ア，㈱メイプル，㈱アインファーマシーズ，㈱サッポロドラッ
グストアー，㈱ツルハ，㈱難波薬局，㈲今崎メディカル調剤薬
局　［小樽］㈱太誠堂薬局　花園支店，㈱ツルハ　［函館］ア
サヒ調剤薬局㈱　［恵庭］㈱マルベリー　パルス薬局　［北見］
ポテト調剤薬局　［旭川］㈱アインファーマシーズ　［紋別］
㈱紋別ファーマシー　サンセール薬局　［石狩］㈱サンクール
　［留萌］留萌保険薬局事業協同組合　調剤支援センター　あ
かね薬局 
【北海道外】［青森］㈱アポテック，㈲こいけ薬局　［秋田］
㈱アミック，㈲サルース　南秋調剤薬局　［岩手］㈱ライブリ
ー　［宮城］㈱仙台調剤，カメイ㈱，㈲つるみ薬局，アイワ調
剤薬局，ミット調剤薬局　［山形］㈱アインファーマシーズ　
［栃木］㈱エフアンドエフ，㈱カワチ薬品　［茨城］㈲明友　
明友薬局，［千葉］㈱マツモトキヨシ，日本メディカルシステ
ム㈱　［埼玉］あすなろ薬局，㈱コスモ調剤薬局，㈱富士バイ
オメディックス，㈱中央薬局グループ　［東京］日本調剤㈱，
クオール㈱，セイエイ㈱　セイワ薬局，㈲幸仁薬局　［静岡］
㈱はいやく　［岐阜］㈱ハーズ　ハーズ調剤薬局　［山口］（社）
岩国薬剤師会　会営薬局 

化学製造業 
【北海道内】［札幌］㈱サンセリテ札幌 

　就職先の内訳は，例年どおり開局薬局が最も多く，

次いで病院薬局となっています。開局および病院薬局

以外にも製薬企業，臨床試験受託機関あるいは医薬品

卸企業など様々な企業が薬学生の採用を意欲的に進め

ています。職種によって，採用スケジュールが異なる

ため，学部学生においては自分に合った職種を見つけ

るためにも，早めに就職資料室やインターネットを利

用して情報収集することを薦めます。さらに，希望の

病院あるいは薬局への訪問や長期休業中の自主研修，

さらには製薬企業，開局薬局が行っているインターン

シップへの参加も検討する価値はあると思います。在

学生諸君には，「資格さえ取ればいつでも就職できる」

といった安易な考えを捨て，「自分は何をしたいか」

を真剣に考え，将来薬剤師としての力を十分発揮でき

るような進路を見つけてもらいたいと思います。 

 

　最後に，17年度卒業生の全就職先を以下に示します。 

平成17年度　学部卒業生の進路状況 
（平成18年7月10日現在） 

注：（　）内の数値は，卒業生総数に対する％ 

男子 

卒業生総数 

大学院進学 

未定・その他 

就職者総数 

開局薬局 

病院薬局 

製薬企業 

化学製造業 

72（100.0） 

16   （22.2） 

4     （5.6） 

52  （72.2） 

30

22

0

0

95（100.0） 

14   （14.7） 

4     （4.2） 

77  （81.1） 

50

26

0

1

167（100.0） 

30   （18.0） 

8     （4.8） 

129  （77.2） 

80

48

0

1

女子 合計 

平成17年度　学部卒業生の就職状況 

就
　
職
　
先 
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　就職部主催の平成18年度第1回就職相談会が7月1日

（土）に本学（桂青館，会議室）で開催されました。例年，

就職相談会は年1回，11月に開催していましたが，就

職活動を取り巻く環境の変化，求人側からの要望等

により，今年度より年2回の開催となりました（第2回

は11月を予定しています）。今回の相談会への採用側

の参加数は，開局薬局等（90），病院薬局（24），製薬

企業・医薬品卸業・治験関係企業（6）でした。一方，

参加した学生数は308名で，その内訳は1年生2名，2

年生24名，3年生127名，4年生139名および大学院生

16名で，3年生と4年生の参加が目立ちました。就職

活動時期は職種により異なりますが，製薬企業では3

年生の12月頃から，調剤薬局とドラッグストアでは3

年生の2月頃から就職活動がスタートします。自分に

合った就職先を見つけるためにも，1年生のうちから

情報収集することが必要と思われます。11月開催予

定の第2回相談会には，4年生はもとより，多くの1～

3年生の参加を期待しています。参加した病院，薬局

及び企業からの意見・要望を調査した結果，今後の

就職相談会について，面談時間，面談場所，面談場

所の設備等いくつか改善すべき点が明らかとなりま

した。今後，就職部では，より充実した就職相談会

にするために，これらについて十分検討し，11月の

第2回相談会の準備を進めていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　また，同日の午後6時半より札幌全日空ホテルで第

15回同窓生・在学生合同懇話会が開催されました。

この合同懇話会は将来の職業選択のための情報を提

供するため，北海道薬科大学同窓会（北薬会）が主催

しています。竹内同窓会会長の挨拶に続き，各分野

で活躍する同窓生が紹介され，乾杯の後同窓生と在

学生の情報交換が行われました。同窓生，在学生合

わせて約180名が参加し，和やかな雰囲気の中，将来

へ向けてのアドバイス，情報提供など活発な懇談が

行われました。 

　平成18年度の父母懇談会が以下の日程で開催されます。

本年度は，本学会場のほか，北海道内外の10都市での

開催となります。日程および会場は以下のとおりです。 

　5月19日（金），20日（土）の両日にわたり，専門業者に

よる本学内の空気中のアスベスト濃度の調査が行われ

ました。測定結果は，一般環境大気中の濃度とほぼ同

程度で，問題なしと判定されました。 

開催日 

10月14日（土） 

10月15日（日） 

10月21日（土） 

10月22日（日） 

10月28日（土） 

開催地 

帯広 

北見 

秋田 

旭川 

盛岡 

函館 

仙台 

京都 

青森 

東京 

本学 

十勝ガーデンズホテル 

北見ピアソンホテル 

アキタパークホテル 

旭川ターミナルホテル 

ホテルパールシティ盛岡 

フィットネスホテル330函館 

ホテル法華クラブ仙台 

ホテル京阪京都 

青森グランドホテル 

ニューオータニイン東京 

北海道薬科大学 

帯広市西2条南11丁目16番地（TEL　0155－26－5555） 

北見市北3条西3丁目6番地（TEL　0157－25－1000） 

秋田市山王4－5－10（TEL　018－862－1515） 

旭川市宮下通り7丁目（TEL　0166－24－0111） 

盛岡市大通3丁目7－19（TEL　019－625－3311） 

函館市若松町6－3（TEL　0138－23－0330） 

仙台市青葉区本町2－11－30（TEL　022－224－3121） 

京都市南区東九条西山王町31（TEL　075－661－0321） 

青森市新町1丁目1番23号（TEL　017－723－1011） 

東京都品川区大崎1丁目6番2号（TEL　03－3779－9111） 

小樽市桂岡町7番1号（TEL　0134－62－1942） 

会　場 

父母懇談会開催予定 

アスベスト濃度測定結果について 

平成18年度　就職相談会および第15回同窓生・在学生合同懇話会を開催 
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募 集 人 員  

出 願 期 間   
試 験 日  
試 験 地  
 
 
 
試 験 科 目  
 
 
 
合格発表日 

公募制推薦 
25名 
 
 

平成18年11月18日（土） 
 
 
 
 

書類審査・小論文・面接 

指定校推薦 
50名 

推薦入試 

平成18年11月19日（日） 
 
 
 
 

書類審査・面接 

系列校推薦 
30名 

社会人入試  
10名 

平成18年10月23日（月） 
～10月31日（火） 

平成18年11月18日（土） 
本学 

基礎学力判定試験 
数学（数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学A，
数学B（数列・ベクトル）） 
外国語（英語Ⅰ，英語Ⅱ，リー
ディング） 
理科（化学Ⅰ，化学Ⅱ） 
面接 
平成18年11月24日（金） 

　北海道尚志学園  

北 海 道 工 業 大 学  

北 海 道 薬 科 大 学  

北海道自動車短期大学 

北海道総合電子専門学校 

北海道尚志学園高等学校 

北 海 道 自 動 車 学 校  

平成18年11月1日（水）～11月10日（金） 

本学 

平成18年11月24日（金） 

募 集 人 員  

出 願 期 間   
試 験 日  
試 験 地  
 
 
 
試 験 科 目  
 
 
 
合格発表日 

A日程 
 
 
 

平成19年2月1日（木） 
本学・盛岡・東京・大阪 
 

数学（数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学A，数学B（数列・ベクトル）） 
外国語（英語Ⅰ，英語Ⅱ，リーディング） 
理科（化学Ⅰ，化学Ⅱ） 
　※各教科60分 

B日程 
 
 
 

平成19年2月2日（金） 
本学・仙台・東京・大阪 

一般入試 大学入試センター試験利用入試  
15名 

平成19年1月12日（金） 
～1月25日（木） 

本学独自の試験は実施しません。 
 

大学入試センター試験教科、科目 
数学（数学Ⅰ・数学A，数学Ⅱ・数学Bの2科目） 
外国語（英語） 
　※リスニングは含まない。 
理科（物理Ⅰ，化学Ⅰ，生物Ⅰのうち1科目） 
※理科について，2科目以上を受験した場
合は，高得点の科目を合否判定に使用 

平成19年2月9日（金） 

平成19年1月12日（金）～1月25日（木） 

平成19年2月9日（金） 

55名 

募 集 人 員  
エントリー受付期間 
出願許可発表日 
出 願 期 間  
最終試験日 
試 験 地  
試 験 科 目  
合格発表日 

同窓生子女 
20名 

後継者育成＊2
 

5名 

AO入試＊1

平成18年7月3日（月）～9月20日（水） 
平成18年10月20日（金） 

平成18年11月1日（水）～11月10日（金） 
平成18年11月19日（日） 

本学 
面接 

平成18年11月24日（金） 

※一般入試のA日程・B日程の両日受験も可能です。 

＊1　エントリーをされた方に対してAO面談，通信添削指導などを経て出願許可判定をします。 
＊2　北海道内で医療職にある人の子女で，現役，専願の人を対象とします。 

学校 
法人 

　本年度の第1回オープンキャンパスを8月9日（水）に開催しました。今回の参加者は，ご父母を含めて279名で，

昨年と同様に全体を2グループに分けて実施しました。大学紹介，模擬講義，体験実習，学内ツアーと盛りだく

さんのスケジュールでしたが，各項目を通して本学および薬学への理解を深めていただけたものと思います。 

　なお，第2回オープンキャンパスは10月7日（土）に開催します。 

第1回　オープンキャンパスが開催 

平成19年度　学生募集要項（概要） 
■募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限6年）　■入学定員／210名 



コーネル大学医学部に留学して 

『英語教育はどうあるべきか？』 

大学院修士課程発表会を開催 

病院実習・薬局実習が終了／実験動物慰霊祭／大学院「臨床薬学実務研修」報告 

平成18年度　第2回就職相談会が開催／就職ガイダンスが開催 

父母懇談会を開催／冬道交通安全講習会を開催／CBTトライアルを実施 

新風舎出版賞の奨励賞を受賞／本学奨学生（1年生）が決定／クラブ紹介 

医療人GP関連特別講演会が行われる！／学術講演会を開催 

北薬特別講演会／丁野助手が日本薬学会北海道支部奨励賞を受賞 

第82回薬剤師教育研修会が開催／「NHKふれあいキャンパスミーティング」開催 

第2回オープンキャンパスが開催 

平成19年度　入学試験が無事終了／平成19年度　大学院入学試験結果 

文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム」（「医療人GP」） 

学生駐車場から望む冬のC棟 1

医療人GP特別講演会 2
CBTトライアル 3
第2回就職相談会 4

1

2

3

4

【KAT S U RA】  
public relations magaz ine

北薬大情報 
北海道薬科大学広報部 

発行：北海道薬科大学 
〒047-0264　小樽市桂岡町7番1号 

TEL（0134）62-5111　FAX（0134）62-5161
URL http://www.hokuyakudai.ac.jp

2007.3.1298Vol.



コーネル大学医学部に留学して 
薬理学分野　助手　加納　誠一朗 

国際色豊かな研究スタッフと私（右端） 

　平成17年 3月 1日から約1年間，米国ニューヨーク

州ニューヨーク市コーネル大学医学部　薬理学の

Roberto Levi 教授の研究室に留学の機会を得ました。

コーネル大学医学部はマンハッタンの中央東側に位置

し，その周辺にはスローンケタリング・キャンサー・

リサーチセンターやロックフェラー大学が建ち並び，

それぞれ大学間で研究活動や交流を活発におこなって

います。 

　私が所属した研究室の研究スタッフは国際色が豊か

で，イタリア人の教授，イラン人の講師，レバノン人，

ベネズエラ人と日本人のポスドク研究員，そしてイギ

リス人の大学院生と学部学生で構成され，ワールドワ

イドな国際交流ができました。ここの研究室ではひと

つの実験テーマをひとりだけでおこなうのではなく，

各スタッフが分担して共同研究をおこなっています。

また，生理学のSilver研究室とも共同研究をおこなっ

ているため，より多くの研究員との交流もありました。

米国という大らかな？土地柄，共同研究者でなくても

他の研究員が自由に行き来し試薬や実験機器の貸し借

りをするなど，お互いの機器・試薬などを自由に使え

る反面，時には実験時間が重なったり，また試薬や実

験器具が行方不明になるなどは日常茶飯でした。しか

し，ほとんどすべてのものがオーダーをすれば次の日

には届く便利さでした。 

　研究室では主にモルモット，マウスの心臓を用い摘

出灌流し，心筋虚血障害時の心機能を調べ，薬物投与

や生化学的指標を基に，病態発生機序の解明を行って

います。研究テーマは，「心筋虚血障害に伴う心臓結

合組織に存在するmast cellの脱顆粒と不整脈との関係」

でした。心筋に虚血が起きると交感神経系の緊張によ

りノルアドレナリンが過剰分泌され，重篤な不整脈が

惹起されます。心臓の結合組織に存在するmast cell

はレニンを保有し，虚血障害等によりmast cell の脱

顆粒が起きるとレニンを放出することがわかりました。

灌流液にレニンインヒビターまたはケミカルメディエ

ーター遊離抑制薬を添加すると，虚血再灌流時のレニ

ン活性が抑制し，ノルアドレナリン分泌を抑制し，不

整脈も抑制しました。アンギオテンシン IIタイプ1受

容体拮抗薬のロサルタン添加は虚血再灌流時のレニン

活性に影響を与えないため高値のままであるが，ノル

アドレナリン遊離と不整脈を抑制しました。Mast cell

欠損マウスでは心筋虚血再灌流でもレニン活性は低値

で，不整脈もほとんど誘導しませんでした。すなわち，

心筋虚血障害時にmast cell の脱顆粒に伴うレニン活

性の上昇はレニン－アンギオテンシン系を介して最終

的に心臓組織周囲にアンギオテンシンIIを産生し，交

感神経終末のアンギオテンシン IIタイプ1受容体を刺

激してノルアドレナリンの過剰分泌を引き起こし，不

整脈を惹起することが証明できました。 

　研究留学をとおして，毎週スナックタイムにボスが

持ち回りでケーキやコーヒーなどを研究員に振舞い，

何かミーティングがある時は必ずサンドウィッチやサ

ラダ，フルーツ，クッキー，ジュースなどが振舞われ

たりする習慣がとても印象に残り……私は時々そのお

こぼれを戴いていました。また，研究室によってはフ

ロアー単位で近代的に改装していて，そうでないフロ

アーとの格差が激しく，まるで別世界のようでした。

一見，裕福そうに見える米国の大学も，大学での研究

は研究資本であるグラントが採れなければ，研究はお

ろか研究スタッフや研究室さえも維持できないという

厳しい世界であることも知りました。 

　私にとって，今後の研究および教育活動においても

非常に貴重で有意義な留学経験でした。 
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　現在，この問いが多くの

人に頻繁に問われるように

なっています。文科省が小

学校での英語教育を必修化

し，早い時期からの外国語教育を是とする方針を打ち

出す一方で，従来の英語教育に対して不満を表明する

声が大きくなってきているようです。特に大きな声で

聞こえてくるのは，『中学・高校・大学と長い間学ん

でも，使える英語が身につかなかった』という不満。『使

える英語』とは『会話で通じる英語』を意味する場合

が多く，『こんなに長い期間英語を学んだ筈なのに，

日常会話ひとつできない』ということが失望のもとに

なっているのでしょう。こうした不満や失望感から，『学

校英語は文法ばかりで実際には役に立たない』『早い

うちから，ネイティヴ・スピーカーと同じように会話

主体で学べば，使える英語が身につく筈だ』という論

調が目立ってくるのは，わからないでもありません。

しかし，本当にそうなのでしょうか？ 

　まず，『早い時期から，ネイティヴ・スピーカーと

同じ方法で英語を学べば，英語を使えるようになる』

という思いこみですが，これは科学的であるとはいえ

ません。母語の習得の仕方と外国語の習得の仕方はま

ったく別なものなのです。母語の習得には『臨界期』

と呼ばれているものがあり，3才とも 8才ともいわれ

るこの臨界期までに適切な量・質の言語刺激を与えら

れなければ，その後どんなに訓練をしても，狼に育て

られた野生児のように，言語を理解することができな

くなります。一方，充分な言語刺激を受けた子供は脳

内に母語の構造，つまり言語脳を作り上げていきます。

大人の外国語学習者のように文法書を読んで文法を学

ぶ代りに，与えられた言語刺激から自分の頭の中に『文

法書』を作り上げていくわけです。言語脳は単一の言

語で作られるため，言語脳を作り上げるこの大切な期

間中に，中途半端に外国語の刺激を与えるのはかえっ

て害である，という見方もあります。つまり，ネイテ

ィヴ並にネイティヴ的な学習方法で英語を学ぶには8

才以前に英語を学習しなければならないわけですが，

そうすることは日本語という母語を習得する邪魔にし

かならない場合の方が多い，ということです。結局，

日本語を母語とし，外国語として英語を学ぶのであれ

ば，母語が確立する以前に英語を学び始めることは，

むしろ避けるべきことなのだといえるでしょう。 

　次に，『文法ばかりの学校英語』と揶揄されてしま

っている文法中心の学習ですが，第二言語として外国

語を学ぶには，母語学習の際のような言語刺激からの

文法の抽出・構築が難しい以上，既成の文法を学習す

ることが不可欠です。確かに，中学からの文法・読解

中心の英語学習で長い間学んだのに『使える英語』が

身につかなかった，と不満を漏らす人が少なくないわ

けですが，しかし，ここで少し考えてみてください。

長い間学んだと言う人は，実質何時間をかけて，実質

何ページの英文を読んだのでしょうか？ 

　ある程度以上のレベルに到達した英語学習者が，し

ばしば経験的に学習上の最初のランドマークとして口

にするのが，『400 ページ超のペーパーバック 10 冊』

です。約 4,000 ページの英文の読書。このぐらいの量

をこなして初めて，『使える英語』への第一歩を踏み

出すに足るだけの語彙と文例を蓄え，英語用データベ

ース，すなわち第二言語の言語脳を頭の中に作ること

ができる，ということなのです。翻って，日本の学校

教育での英語学習では，『4,000ページ』という最初の

ランドマークにたどり着くどころか，十分の一，二十

分の一の地点まで到達できません。というよりも，義

務教育とその延長上の高校教育の授業時間数で，この

地点まで到達できるわけがないのです。学校での英語

教育だけで本当に『使える英語』を身につけさせろ，

というのは，実は，もともと無理な注文なのです。母

国語以外の言語脳を作り上げるためには，大量の英語

を読み，聞く必要があります。その『量』は中学・高

校での決められた授業時間内で与えきれるようなもの

ではありません。批判を受けがちな文法と読解は，限

られた授業数の中で中学生・高校生に与えるのには，

かえって最も学習効率の良い教材だと言えるでしょう。

英語を使いこなせる日本人の多くは，中学校以降の英

語教育という基礎の上に独習を積み重ねて，『使える

英語』をモノにしていったのですから。 

　このように，本来，外国語の学習は独習に依るとこ

ろが多いものです。語学教師にできることは，学習者

が余計に転ばないように道を照らしてあげることぐら

いでしょう。それでも，できるだけ歩きやすいように

道を整え，望む者にはできるだけ遠くの道の先を見せ

てあげられるようにするのが，語学教師の勤めでしょ

う。私の本来の専門は英文学で，本学での勤めである

語学教師の仕事とは直接関わるものではありませんが，

自分の研究を通じて英語脳を向上させ，本学での責務

を果たせるように精進していく所存です。 

『英語教育はどうあるべきか？』 
語学分野　講師　板倉宏予 
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　大学院修士課程修了見込者の学位論文・修士課題研究発表会が，生物薬学専攻は平成 19年 1月 26日（金），

臨床薬学専攻は27日（土）に開催されました。各大学院生の発表題目は以下のとおりです。 

板垣麻衣（主査：佐藤久美） 

伊藤優希（主査：小松健一） 

角　友実（主査：佐藤重一） 

斉藤　寛（主査：坂東英雄） 

田口　睦（主査：市原和夫） 

長　正樹（主査：森本一洋） 

都築仁美（主査：渡辺一弘） 

戸上紘平（主査：森本一洋） 

中村知広（主査：山下　浩） 

福士奈々子（主査：森本一洋） 

吉見裕幸（主査：佐藤重一） 

HMG-CoA還元酵素阻害薬（スタチン）の骨格筋に対するアポトーシス誘導機構の解明 

田七人参の肝保護作用メカニズムの解明 

小腸薬物トランスポーターを介するエゾウコギと医薬品との相互作用に関する研究 

イミニウムカチオンのFriedel-Crafts反応による含窒素中員環合成 

プラバスタチンナトリウムの先発医薬品と後発医薬品について 

薬物の利用効率を考慮した粘着テープ剤の製剤設計に関する研究 

Caco-2細胞におけるペプチド輸送系に対する消化管ホルモンの影響 

ケトライド系抗生物質テリスロマイシンの肺組織分布特性 

ニシキギ科植物ツリバナ（Euonymus oxyphyllus Miq.）の成分探索 

スペルミン化プルランによるペプチド性医薬品の肺粘膜吸収促進効果 

北方系天然物を活用した新規機能性食品素材の探索 

生物薬学専攻 

井須奈々絵（主査：野村憲和） 

尾�尚子（主査：郡　修徳） 

小田可奈子（主査：星　勝治） 

小松哲哉（主査：野村憲和） 

鈴木喜子（主査：猪爪信夫） 

高崎修一（主査：早勢伸正） 

高橋卓太（主査：星　勝治） 

多田裕一郎（主査：早瀬幸俊） 

月野久美（主査：早勢伸正） 

中島史雄（主査：早瀬幸俊） 

中原布美子（主査：郡　修徳） 

中村俊之（主査：黒澤菜穂子） 

野川公平（主査：岡�光洋） 

羽田大志（主査：渡辺泰裕） 

森　彰規（主査：猪爪信夫） 

八木洋介（主査：黒澤菜穂子） 

山脇充善（主査：猪爪信夫） 

渡邉大毅（主査：江川祥子） 

高血圧患者における降圧薬の尿中蛋白への影響 

アムホテリシンBの口腔内滞留性の向上を目的とした含嗽液の試作 

ミルナシプラン投与によるラット海馬と前頭葉におけるモノアミン量の変動 

Digoxin血中濃度予測式の精度評価～慢性心不全患者におけるcarvedilol併用時での比較～ 

中毒患者における原因薬毒物の迅速同定法の開発―GC-MSを用いた催眠・鎮静薬の同時検出― 

リゾフォスファチジルコリンによる血小板凝集能の変化とマクロライド系薬物が及ぼす影響 

トリプトファンとエタノール併用投与によるラット前頭葉と縫線核における5-HIAA量の変動 

チェーン薬局薬剤師における集合研修の効果測定に関する研究 

培養ヒト由来気管支上皮細胞（Calu-3）に対する14員環および16員環マクロライド系薬物の作用 

薬局における患者満足に影響を与える薬局機能に関する研究 

漢方ローションのo/w型乳剤性軟膏への剤形変更とその安定性 

日本人におけるABCC2遺伝子多型と血清ビリルビン値の個体間変動との関連性の検討 

薬局におけるサービスプロフィットチェーン改善のための評価と手段に関する研究 

乾癬および乾癬性関節炎患者と関節リウマチ患者血清成分の比較 

CYP2C9を介したアラキドン酸代謝に及ぼすロサルタンの影響―フルバスタチンを用いた検討― 

リアルタイムPCR法によるSLC22A4/5 mRNAの定量法の検討 

CYP2C8を介したアラキドン酸代謝に及ぼすロサルタンの影響―パクリタキセルを用いた検討― 

関節リウマチ（RA）患者における臨床経過予測マーカーの検討 

臨床薬学専攻 

大学院修士課程発表会を開催 
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実験動物の霊を慰める 

　本年度の病院実習・薬局実習が無事に終了しました。

病院実習は191名の学生が参加し，平成18年 9月 4日

～10月 2日にかけて124施設で実施されました。今年

は宿泊施設を利用した学生は16名と過去最高となりま

した。引き続く薬局実習は平成18年10月5日～19日に，

道内の152薬局において実施されました。受入薬局が

行っていない業務を分担する支援薬局や支援施設の参

加も増え（平成17年度：約50施設，平成18年度：約

70施設），多くの保険薬局・卸・老健施設等の協力を得

て行われました。 

　実験動物慰霊祭が平成18年12月7日（木）に，豊足

神社（小樽市銭函）の宮司を招き，本学小会議室にて

執り行われました。関係教職員，学生が多数出席し，

献花の後，自由参拝により教育と研究に寄与した実験

動物の霊を慰めました。 

　大学院修士課程の臨床薬学実務研修がまもなく終了

します。本年度は，臨床薬学専攻12名，生物薬学専攻

2名の計14名が札幌，小樽，旭川で研修を実施しました。

今回は，北楡病院（札幌市白石区）で研修を行ってい

る日下部鮎子さんに研修の感想を書いていただきました。 

 

修士課程　臨床薬学専攻1年　日下部鮎子 
　北楡病院では，調剤業務から病棟業務を順に学んで

います。今回は血液内科での病棟業務について紹介さ

せていただきます。北楡病院には無菌室があり，移植

を行える環境が整っています。病棟薬剤師の主な業務は，

入院時の患者情報収集，薬歴作成，定期処方薬と臨時

処方薬の配薬，服薬指導です。入院患者さんへの配薬は，

ほとんど病棟薬剤師が行っています。午前中は病棟へ

行く準備や調剤を行い，主に午後から病棟へ行きます。

私が研修している病棟の患者さんのほとんどが自分の

病気や治療について説明を受けていました。そのため

患者さんからの質問に答えるには，様々な知識が必要

だと実感しました。薬についての不安を訴える患者さ

んには，担当の薬剤師が話をよく聞いたうえで，不安

の少なくなるよう細かく説明をしていました。患者さ

んが安心して薬を服用することができない時に，何ら

かの助けになれるような薬剤師を目指したいと感じま

した。血液内科であるため，移植の患者さんと接する

ことができ大変勉強になりました。移植前後の患者さ

んの様子をじかに見ることで，今まで机上で学んだこ

とをさらに理解することができました。 

　内服管理の方法は4種類あり，患者さんの状態など

に応じた管理方法が選ばれていました。内服薬を自己

管理する患者さんが多いのですが，患者さんの状態，

服用する薬の種類の変化により管理方法を変えていま

した。その際，患者さんの飲み間違いを減らす工夫を

していました。また，患者さんが服用する度に看護師

が内服したことを確認し，コンプライアンスを向上す

る工夫がされていました。 

　この研修を通して患者さんが病気に立ち向かってい

る姿に接し，個々の患者さんに応じた服薬指導など薬

剤師が取り組むべき問題が多数あることを実感しました。

また，異なる立場の人とのより良いコミュニケーショ

ンの取り方，その為に必要と思われる理解力，思慮深さ，

言葉遣いなど社会人としての基本的な資質もこの研修

で高めていきたいと考えています。 

 

病院実習・薬局実習が終了 

実験動物慰霊祭 

大学院「臨床薬学実務研修」報告 

5

2007.3.12 98Vol.



　第 2回就職相談会が平成 18 年 11 月 11 日（土）に

本学（桂青館，図書館3階）で開催されました。今年

度から就職相談会は年2回の開催となり，今回の相談

会では，薬局（106），病院（42），製薬企業・医薬品

卸業（10）の採用担当の方々の参加を得，総数では

第1回を上回りました。また第1回，第 2回の合計参

加数は，昨年度（1回のみの開催）に比べ約30％増加

しました（表1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　個別面談に参加した学生数を表2にまとめましたが，

昨年度をはるかに上回りました。今回の相談会は3年

生および就職先未決定の4年生が対象でしたが，将来

の方針を探ることを目的に，キャリア教育の一環と

して1年生を全員参加としたため，参加人数では1年

生が最も多くなりました。1年生の相談会への参加に

は，いくつかの問題点が指摘されましたが，今後，

低学年の参加意義に対する理解を求めながら適切な

運営をしていきたいと考えています。 

　相次ぐ薬科大学・薬学部の新設，あるいは最近の

医薬分業の進捗率鈍化などの状況から，今後，薬学

生の就職状況は年々厳しくなってくると予測されて

います。就職活動時期は職種により異なりますが，

製薬企業等では 3年生の 12月頃から，また調剤薬局

およびドラッグストアでは早いところでは 3年生の 2

月頃から就職活動がスタートします。全国的なデー

タでは，内定は春先に集中しています。 

 

 

 

　自分に合った就職先を見つけるためにも，早めの

段階から情報収集が必要です。 

　最後に，今年度の2回の相談会を簡潔に総括すると，

参加企業の方々から前年度より充実していたと評価し

ていただく一方，各ブースのスペースや通路の通り易

さ，あるいはパソコン用電源の確保などいくつかの反

省点や改善すべき点もありました。就職部では，これ

らの点を検討し，次年度につなげたいと考えています。

なお，次年度の相談会は4月20日（金）と11月9日（金）

を予定しています。また，就職相談会を含め就職に関

する情報は，本学ホームページ上に順次掲載する予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　学部 3 年生に対する第 2 回就職ガイダンスが平成

19年2月13日（火）に開催されました。就職部から「就

職活動の進め方」についての解説の後，講演と就職

支援のためのマナー講座が行われました。講演演題

および講師は，以下のとおりです。 

●講演1「製薬業界の流れとこれからのMRに期待する事 

―アステラス製薬の現状を通じて―」 

　アステラス製薬株式会社営業本部千葉支店支店長　 

中條　和哉　氏 

●講演2「お役所勤務の薬剤師―その仕事と生活―」 

　北海道保健福祉部医務薬務課専門員　栗原　安成　氏 

 

表1　参加企業数（件数） 

薬　　局 

病　　院 

製薬企業 

医薬品卸 

治験関係 

計 

平成17年度 
平成18年度 

第1回 第2回 合計 

90 

24 

5 

0 

1 

120

106 

42 

6 

4 

0 

158

196 

66 

11 

4 

1 

278

132 

57 

20 

4 

2 

215

表2　参加学生数（人数） 

1年生 

2年生 

3年生 

4年生 

大学院 

計 

平成17年度 
平成18年度 

第1回 第2回 合計 

2 

24 

127 

139 

16 

308

254 

36 

155 

62 

3 

510

256 

60 

282 

201 

19 

818

9 

22 

102 

80 

19 

232

1年生は全員参加で開催された 

平成18年度　第2回就職相談会が開催 

学生諸君，将来を決めるのは 
あなた自身です！ 

就職ガイダンスが開催 
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CBTトライアルの実施状況 

　平成18年度父母懇談会が無事に終了しました。本年

度の開催地は道内4都市，東北4都市，東京，京都およ

び本学の計11会場でした（下表参照）。出席した父母

数は337名で，出席率は昨年をやや上回る36.8％で過去

最高でした。道内会場の出席者が増加しましたが，こ

れは学生出身地が道内で増加したことと関係している

と考えられます。 

　父母と教員との懇談内容は，主に前期定期試験結果，

進級や卒業，学生生活の状況や友人関係についてでした。

1年生の父母は本年度から開始された6年制教育の内容，

成績評価法や進級基準に強い関心を示されました。一方，

2～4年生の父母からは，就職状況，大学院進学，薬剤

師免許制度などについての質問が多数ありました。各

会場では，授業や実習風景，大学におけるイベントな

どを紹介するビデオが放映されました。学生部では，

次年度も多くの父母の皆様が参加できる懇談会になる

ように検討しています。 

 

　北海道薬科大学安全運転者の会（略称SDA：3年　

渡邉　桂会長）が主催する冬道交通安全講習会が，平

成18年12月11日（月），418講義室において開催され

ました。講師に北海道自動車学校の大西俊光教頭をお

招きし，冬道での安全運転の心得を解説していただき

ました。本学では，車両通学を希望する学生は，講習

会への出席が義務づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成19年 2月14日（水），2月15日（木）の両日に

わたり，薬学共用試験センターによるCBTトライアル

が実施され，本学からは3年生60名（14日 30名，15

日 30名）が受験しました。共用試験は，6年制薬学教

育の実務実習に先立って実施されるもので，CBT

（Computer Based Test）とOSCE（Objective Structured 

Clinical Examination：客観的臨床能力試験）から構成

されます。CBTは，基本的な薬学知識が修得され，実

務実習を開始してよいレベルに到達していることを個々

の大学が保証するための試験で，今回のトライアルでは，

コンピュータにより，各受験者に対してプールされた

問題の中から無作為に310題が出題されました。 

出席率は過去最高の36.8％となった 

開催日 

10月14日（土） 

 

10月15日（日） 
 

 

10月21日（土） 

 

10月22日（日） 
 

10月28日（土） 

開催地 

帯広 

北見 

秋田 

旭川 

盛岡 

函館 

仙台 

京都 

青森 

東京 

本学 

十勝ガーデンズホテル 

北見ピアソンホテル 

アキタパークホテル 

旭川ターミナルホテル 

ホテルパールシティ盛岡 

フィットネスホテル330函館 

ホテル法華クラブ仙台 

ホテル京阪京都 

青森グランドホテル 

ニューオオタニイン東京 

北海道薬科大学 

出席数 会　場 

16 

21 

16 

22 

18 

17 

15 

12 

19 

30 

151

車両通学希望の学生は，出席が義務付けられている 

父母懇談会を開催 冬道交通安全講習会を開催 

CBTトライアルを実施 
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　本学学部4年の鳥居真希さんが，平成18年 12月 18

日に発表された，第 27回新風舎出版賞のフィクショ

ン部門で奨励賞を受賞しました。この出版賞は 1996

年に創設され，本を出したいと思う人に出版という

舞台を開放しているもので，今回は全応募作 6,731 点

の中から272点の受賞作が選定されました。 

　鳥居さんの受賞作品『コンプレックス』は「四人

の女子高生を主人公に，援助交際，ホストクラブ通い，

ドラッグに溺れながら，倫理感に目覚め，友情を保

とうとする少女たちの姿を描いた青春群像」で，「主

人公たちの会話など細部にリアリティがあり，距離

を置いてしかつきあうことのできない不器用さ，そ

れゆえに弱さに逃げ込み，破滅的な行動に走ってし

まう流れに説得力を与えている。」との選評を得ました。 

　鳥居さんは受賞者の喜びの声に「この作品は今ま

で書いた長編の中で最も好きな作品で，評判も良い

作品だったので賞に入れてうれしかったです。『今後

はもっと上を目指して小説を書いていこう』という

意欲にもつながり，良かったです。このような（新

風舎様のような）誰でも送れるカジュアルな出版賞

の存在は，私のような人にとってはとても貴重なも

のです。結果発表の本は宝物にします。」とのコメン

トを寄せています。 

　ene同好会は平成 17年 11月にできました。北海道

の医療系学生のイベント―North Powers―でワーク

ショップを開催したのがきっかけでした。同好会名の

“ene”にはこの団体の活動を通じてたくさんの人達と

つながって「円（えん）＝輪」を作っていきたいとい

う意味があります。そして交流を通じて自分達の考え

方や意識を高めていこうと考えています。ene同好会は，

日本で唯一の全国規模の薬学生団体である「薬学生の

集い」に加盟し，全国の薬学生との交流をもって活動

しています。 

　今年度は4月から 1か月に 2回のペースで集まりま

した。具体的には，各人が興味のあるテーマを提示し，

そのことについて詳しく調べて発表し，その後ディス

カッションを行います。 

　昨年7月に開催された大学祭（北薬祭）では“ジェ

ネリック医薬品”について発表しました。平成18年 4

月から処方箋の変更に伴い，ジェネリック医薬品が処

方されやすくなったということ，最近テレビのCMで

流されていることなどから，北薬祭にふさわしいテー

マと考えて決定しました。2日間の大学祭に参加した

薬大生や一般の人達，また病院や薬局で働いている薬

剤師の方々に発表を聞いていただきました。“あなた

ならジェネリック使いたい？”，“使いたくない？”な

どについて白熱した討論も繰り広げました。私達の発

表を，同好会メンバー以外の方達に聞いていただくの

はこれが初めてだったので，とても緊張しました。し

かし，とても楽しくやりがいのある良い経験ができま

した。 

　昨年 11月North Powersが札幌で開催され，私達

ene 同好会も参加し“ジェネリック医薬品について”

のワークショップを開き，多くの医療系大学生とディ

スカッションをして，貴重な経験を重ねました。薬学

部以外の人達はあまりジェネリック医薬品について知

らないらしく，薬剤師のたまごとして，このような情

報を広めることはとてもいいことであると確信しまし

た。また，North Powersでは，他の大学サークルが

主催するワークショップや交流会への参加をとおして，

他大学の学生と親睦を深めました。 

　同好会ができてから1年があっという間に経ちまし

た。まだまだやりたいこともたくさんありますし，メ

ンバーも増やしていきたいと思っています。ene同好

会のメンバーは2年生が多く……（←1年生が少ない

　平成 18 年度学部 1 年生の奨学生が決定しました。

奨学生証書授与式は平成18年 11月 9日（木）に大会

議室において行われ，1年前期で優秀な成績を修めた

9名の学生に対し，大和田学長から奨学生証書と奨学

金が授与され，賞賛と激励を受けました。 

 

学部奨学生1年：武田龍馬，八巻美和，伊花和宏， 

 谷磨砂美，高橋沙奈，晴山慶子， 

 千田明日菜，石川泰希，小川博輝 

 

新風舎出版賞の奨励賞を受賞 クラブ紹介：eneをつくろう！ 

本学奨学生（1年生）が決定 

ene同好会　2年　木村　未来 
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North Powersでのワークショップ 

のがさみしいです），常時部員募集中です！こんなこ

とやってみたい！と思っている北薬大生，一緒に活動

してみませんか？ 

　平成18年度文部科学省医療人GPに選定された本学

の取組「臨床能力を育む地域体験型学習とその支援」

の実施に先駆けて，平成18年 11月 17日（金）に，市

立稚内病院看護部長の三上幸子先生をお招きして特別

講演会が行われました。「地域医療の35年」の演題で，

市立稚内病院に勤務されてから今日に至るまでの35年

間の看護業務，家庭と病院業務の両立における葛藤，

地域医療が抱える大きな問題等を興味深く講演してく

ださいました。 

　先生は，地域における新たな看護管理体制の整備や

看護の質の向上のために骨身を惜しまぬ努力をされて

おり，看護学生を対象にした夏休み体験学習「看護学

生のみなさん，夏休みに日本のてっぺんで地域看護を

学び，将来の仕事に役立てませんか」に関する記事は，

北海道医療新聞に掲載されたので，ご存知の方も多い

と思います。講演の最後に先生は，「先端医療を行って

いる病院以外でも，充分な医療はやっていけます。む

しろ，地域医療の方が真の臨床現場を知ることができ

ます。今後，医療に従事するものは，地域医療を是非

経験していただきたい。」と述べられました。先生の講

演を拝聴し，薬剤師も人間性豊かな心をもって，医療

というサービス業の一員であることを自覚し，今一度

地域医療について考えるべきだと感じました。 

　薬学教育分野の高橋和彦教授が主催した学術講演会が，

平成18年12月18日（月）に臨床講義棟C401講義室に

て行われました。講演者は産業技術総合研究所ヒュー

マンストレスシグナル研究センター・センター長の二

木鋭雄先生と名古屋大学大学院生命農学研究科食品機

能化学研究分野・助教授の内田浩二先生でした。 

　二木先生の演題は「フリーラジカルとストレス」で，

フリーラジカルと疾患との関連，生体の防御機構を分

かりやすく説明されました。また内田先生の演題は，「体

の中でできるさびの科学」で，生体内の化学反応とし

て起こる“さび”の原因物質と生活習慣病との関係に

ついて解説されました。 

　第70回北薬特別講演会は，平成18年11月13日（月）

に開催され，新任教員の語学分野　板倉宏予講師が「文

学批評・解釈の基盤としての読者反応論について」と

題した講演を行いました。また第71回北薬特別講演会は，

平成18年12月8日（金）に開催され，薬理学分野　加

納誠一朗助手が「コーネル大学医学部に留学して」と

題した帰朝報告を行いました。なお，両講演会で，平

成17年度本学教育研究奨励費を取得した教員（伊藤慎

二助教授，桜井光一助教授，高梨香織講師，立浪良介

助手，町田麻依子助手，早勢伸正助教授，櫻井秀彦助

教授）による成果発表が行われました。 

　薬剤学分野の丁野純男助手が，日本薬学会北海道支

部より平成18年度奨励賞を受賞しました。受賞研究題

目は「マクロファージを標的とするドラッグデリバリ

ーシステムの構築」で，平成18年12月9日に第127年

会の中で受賞講演を行いました。 

医療人GP関連 
特別講演会が行われる！ 

学術講演会を開催 

北薬特別講演会 

丁野助手が 
日本薬学会北海道支部奨励賞を受賞 
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　平成18年 10月 21日（土）に第 82回薬剤師教育研

修会が，本学同窓会東北支部（支部長　柳田　太）の

協力を得て秋田県総合保健センターで開催され，渡辺

一弘助教授が「遺伝子多型の基礎とオーダーメイド医

療へのアプローチ」と題して講演しました。研修会に

は東北各地から約60名が参加しました。 

　本年度 2回目のオープンキャンパスが，平成 18年

10月 7日（土）に開催されました。今回の参加者は，

生徒 132名，父母 49名，合計 181名でした。平成 18

年 8月 9日（水）に行われた第1回と合わせた総参加

者は，生徒 338 名，父母 149 名，合計 487 名でした。

全体説明に続いて，参加者は2グループに分かれ，一

方のグループには山下浩講師による“薬学へのとびら

「薬と植物」”の講義を，もう一方のグループには佐藤

久美助教授による“コレステロールって何？”の講義

を受けていただきました。ウエルカムランチの後には，

体験実習と学内ツアーを実施し，最後にアンケートへ

の回答をお願いしました。 

　オープンキャンパスは，受験生，父母の皆さまに本

学そして薬学への理解を深めていただく機会ととらえ

ています。次年度も，今年度の結果をふまえてより充

実したオープンキャンパスを実施します。 

 

オープンキャンパスの実施内容 

全体説明・大学紹介（入試部） 

模擬講義①　薬学へのとびら「薬と植物」 

　　　　　　医薬化学分野　山下浩 

模擬講義②　「コレステロールって何？」 

　　　　　　薬理学分野　佐藤久美 

ウエルカムランチ 

体験実習①　「薬局の仕事を体験してみよう」 

体験実習②　「無菌室で点眼液を作ってみよう」 

体験実習③　「いろいろな製剤を作ってみよう」 

学内ツアー 

 

　平成18年 9月 25日（月）に本学で，「学生から見た

NHK」というテーマでNHKふれあいキャンパスミー

ティングが開催されました。はじめにNHKからの主

旨説明があり，その後，参加者（NHK関係者 9名と

本学学生9名）の自己紹介を行い，テーマに沿って討

論が行われました。NHKで良く見る番組，番組がつ

まらないと思う時，取材時の近隣住民への配慮，CM

作成，受信料制度の説明方法などNHKの運営に関す

る内容について，活発に意見交換が行われました。 

　なお，この模様は，平成18年 11月 1日（水）放送

の「ほっからんど北海道」の中で紹介されました。 

 

第82回薬剤師教育研修会が開催 第2回オープンキャンパスが開催 

「NHKふれあいキャンパス 
ミーティング」開催 

「学生から見たNHK」のテーマで意見交換 

無菌室での体験実習風景 
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　平成 19年度の入学試験がすべて終了しました。平成 18年 11月 18日（土），19日（日）には，公募制推薦，

指定校推薦，系列校推薦の各入学試験と社会人入学試験および新設された同窓生子女と医療職後継者育成の

AO入学試験の出願許可者に対する面接が実施されました。一般入学試験はA日程，B日程の自由選択制で行

われ，A日程は平成 19年 2月 1日（木）に本学，盛岡，東京，大阪で，B日程は平成 19年 2月 2日（金）に

本学，仙台，東京，大阪で 2日間実施しました。入試状況表を以下に示します。 

　先に行われた修士課程推薦入学試験に引き続き，平成18年 11月 3日（金）に修士課程一般入学試験（1次），

平成 19年 2月 16日（金）に博士後期課程入学試験が実施されました。結果は下表のとおりで，生物薬学専攻

の配属は微生物学特論，薬理学特論，漢方薬物学特論，製剤学特論が各 2名，生化学特論，衛生学特論が各 1

名となりました。 

推薦入試 

　公募制推薦 

　指定校推薦 

　系列校推薦 

AO入試＊ 

社会人入試 

一般入試 

センター試験利用入試 

 

44 

76 

21 

28 

8 

510 

294

 

40 

76 

21 

28 

6 

479 

294

 

34 

76 

21 

28 

4 

198 

100

 

1.2 

－ 

－ 

－ 

1.5 

2.4 

2.9

志願者 試 験 区 分 受験者 合格者 倍率 

＊AO入試のエントリー者は31名，出願許可者は29名でした。 

生物薬学専攻 

修
士
課
程 臨床薬学専攻 

計 

博士後期課程入試 

推薦入試 

一般入試（1次） 

小　計 

推薦入試 

一般入試（1次） 

小　計 

6 

4 

10 

13 

5 

18 

28 

1

6 

4 

10 

13 

5 

18 

28 

1

6 

4 

10 

13 

5 

18 

28 

1

志願者 受験者 合格者 

平成19年度　入学試験が無事終了 

平成19年度　大学院入学試験結果 
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　北海道尚志学園  

北 海 道 工 業 大 学  

北 海 道 薬 科 大 学  

北海道自動車短期大学 

北海道総合電子専門学校 

北海道尚志学園高等学校 

北 海 道 自 動 車 学 校  

学校 
法人 

　平成 18年度文部科学省「地域医療等社会的ニーズに対応した質の高

い医療人養成推進プログラム」（いわゆる「医療人GP」）の「臨床能力

向上に向けた薬剤師の養成」に関するテーマで，本学の取組「臨床能力

を育む地域体験型学習とその支援」が選定されたことを前号の「桂」で

お知らせしました。このプログラムは，質の高い医療人を養成する特色

ある取組に対して財政支援を行うことにより，大学の教育の活性化を促

進し，社会から求められる質の高い医療人の養成を推進することを目的

としています。現在，本学では，この取組を実施する平成 19年度に向

けて，体験学習施設の確保と支援ネットワークの整備を進めています。 

 

1．体験学習実施施設 
　平成19年度は6月第1週（平成19年 6月 4日（月）～6月8日（金））

および第 2週（平成 19年 6月 11日（月）～ 6月 15日（金））を「医療

人ウイーク」と称し，この間に1年次のアーリーエクスポージャー（早

期体験実習）と2年次の体験学習（介護・養護施設）を実施します。体

験学習を北海道全域で実施できるように準備を進めており，現在までの

ところ，約130施設の協力をいただけることになりました。 

 

2．体験学習支援ネットワーク 
　アーリーエクスポージャーと体験学習は，北海道の全域で実施されま

す。札幌とその近郊および北海道外を出身地とする学生は，札幌とその

近郊で体験学習を実施し，また他の北海道出身者は出身地で体験学習を

実施します。体験学習を支援するシステムとして，双方向コミュニケー

ションが可能な統合プラットフォームを構築します。統合プラットフォ

ームは，学生⇔地域⇔大学を繋ぎ，アーリーエクスポージャーと体験学

習を支援するとともに，学習の成果の共有にも利用されます。 

　統合プラットフォームの核をなすサーバ，動画コンテンツ作成システ

ムはすでに納入され，利用を始めています。 

 
※詳細については，ホームページ（http://www.hokuyakudai.ac.jp/）をご覧ください。 

文部科学省 
「地域医療等社会的ニーズに対応した　 
質の高い医療人養成推進プログラム」 

（「医療人GP」） 
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